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お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭
日
も

納
税
が
で
き
ま
す
。日
直
者
が
対
応
し
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い
よ
う

に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税
の
お
忘
れ
に
ご

注
意
を
、口
座
の
確
認
も
お
忘
れ
な
く
！

5
月
28
日（
土
）・5
月
29
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

１０
日（
火
）・１９
日（
木
）・２６
日（
木
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ
り
、

順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長（
○
○

課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

１０
日（
金
）・20
日（
月
）・29
日（
水
）の
予

定
で
す
。

会
計
課
窓
口
に
て
切
手
・
は
が
き
・
群

馬
県
証
紙・収
入
印
紙
を
取
扱
っ
て
い

ま
す
。取
扱
手
数
料
が
町
に
入
り
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※

取
扱
い
の
な
い
金
種
も
あ
り
ま
す
の

で
、事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
等
の
県
税
は
役
場
会
計
課

で
も
納
付
で
き
、そ
の
取
扱
い
事
務
費

が
町
に
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
１
期・軽
自
動
車
税

納
期
限
は
５
月
31
日（
火
）で
す

月
5

の
納
税

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

5
月
の
支
払
日

6
月
の
支
払
日

55 有
料
広
告

自
動
車
税（
県
税
）の
納
期
は

5
月
31
日（
火
）で
す
。

切
手・は
が
き・群
馬
証
紙・収
入

印
紙
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

新年度始動
改めて交通安全意識の向上を

４月６日 春の全国交通安全運動街頭指導

人口
　男
　女
世帯

（　19）
（　18）
（　 1）
（　 5）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

6,711人
3,290人
3,421人
3,236世帯

転入  23人/  出生 1人
転出  33人/  死亡 10人

（4月1日現在）

（3月中）

広
報 月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２２年２０２２年 No793

月月

有
料
広
告

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（房　義）
（幹　男）
（　誠　）
（友　一）
（　勉　）
（まち子）
（健二郎）
（幸　代）
（義　雄）
（浩　樹）
（八重子）

仲　町
市ノ萱
上小坂
下　町
西野牧
宮　室
旭　町
吉　崎
吉　崎
市ノ萱
下小坂

矢口やよい
石井　茂夫
東間　喜平
髙橋　稔
岩井　節子
新井　清司
北村　弘
小井土　充
瀬下なか子
小井圡　進
石井　喜一

下仁田町下仁田町

地区
ご出産おめでとうございます

（保護者）出生児

3月届出分〈敬称略・順不同〉

福田　悠仁 （信幸・結菜）  川　井
ゆうと

●住民係窓口にて、顔写真
　を撮影させていただきます。
●初回交付申請は
　手数料無料です。
●一人につき
　約1０分程度
マイナンバーカード
役場で申請サポート実施中
マイナンバーカード
役場で申請サポート実施中

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

有
料
広
告



下仁田町役場　☎0274－82－2111（代表）

令和4年度（2022）一般会計予算
48億1,600万でスタート

歳出

歳入 1世帯当たりが
納める町税 約12万円

1人当たりが
納める町税

人　口　　　6,711人
世　帯　　　3,236世帯

令和3年度末起債残高見込
51億4,872万円

町民1人当たり
約77万円

令和3年度末財政調整基金残高見込
15億4,550万円

町民1人当たり
約23万円

※令和4年4月1日現在

約24万円

　令和4年度下仁田町の一般会計予算は48億1,600万円で、前年度比較1億2,500万円の増額（2.7％）となりました。
　今年度も「第5次総合計画」や「下仁田町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の政策体系に基づき、本町の発展に繋
がる施策や事業を中心に効率的な予算配分を行い、この予算のもとで【町民中心のまちづくり】を目指して取り組ん
でまいります。

3 2

令和4年度（2022）特別会計予算及び公営企業会計予算
(単位:千円）

会　計　名 令和4年度
当初予算額

令和3年度
当初予算額

比　較
金　額 伸　率

公
営
企
業
会
計

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
浄 化 槽 整 備 事 業
収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

水
道
事
業

929,747
153,381
1,405,022
79,545
242,220
236,080
97,011
167,234

926,101
151,569
1,412,484
82,040
246,446
243,532
93,314
163,662

3,646
1,812

△ 7,462
△ 2,495
△ 4,226
△ 7,452
3,697
3,572

0.4%
1.2%

△ 0.5%
△ 3.0%
△ 1.7%
△ 3.1%
4.0%
2.2%

令和4年度（2022）の主な事業 （単位:千円）

事業名等 予算額 概　　要

町税
7億8,544万円
16.3%

分担金・負担金
1,672万円
0.3%

使用料・手数料
4,088万円
0.8%

寄附金
7,532万円
1.6%

繰入金・繰越金
1億4,912万円
3.1%

諸収入・財産収入
5,003万円
1.0%

地方譲与税
8,601万円 1.8%

各種交付金
1億8,510万円 3.8%

国庫支出金
4億1,532万円 8.6%

県支出金
2億9,106万円 6.0%

町債
3億6,100万円 7.5%

地方交付税
23億6,000万円
49.0%

1世帯当たり
に掛かる費用 約149万円 約72万円

1人当たりに
掛かる費用

職員・議員等の
給与及び報酬
9億7,287万円
20.2%

総務費
8億5,892万円
17.8%

一部事務組合への
負担金等

12億2,501万円
25.4% 施設の修繕

管理費等
7,349万円　1.5%

施設の修繕
管理費等

7,349万円　1.5%

積立金等
1億6,225万円
3.4%

児童手当・施設
入所負担金等
4億3,881万円
9.1%

児童手当・施設
入所負担金等
4億3,881万円
9.1%

借入金の
元利償還金
6億4,838万円
13.5%民生費

10億4,407万円
21.7%

公債費
6億4,838万円
13.5%

予備費
1,000万円 0.2%

災害復旧費
1万円 0.0%
諸支出金
213万円 0.0%
消防費

2億7,871万円 5.8%

衛生費
7億7,266万円
16.0%

教育費
4億5,279万円
9.4%

議会費
7,240万円　1.5%

労働費
72万円
0.0%

農林水産業費
2億6,979万円
5.6%

農林水産業費
2億6,979万円
5.6%

商工費
9,356万円 1.9%

特別会計への
繰出金等
3億2,721万円
6.8%

道路・施設等の
建設改良費
3億5,002万円
7.3%

土木費
3億1,186万円 6.5%

土木費
3億1,186万円 6.5% 目的別 性質別

広
報しもにた

物品購入・
委託料等

6億1,796万円
12.8%

ねぎとこんにゃく下仁田奨学金事業

ふるさと納税促進事業

入学祝金

保育所運営委託（保育料免除）

保育所運営委託（副食費免除）

タクシー利用券交付事業

福祉医療費助成

健康ダイヤル24

有害鳥獣対策

地域おこし協力隊事業

下仁田町ぐんまの木で家づくり支援事業

ぐんま緑の県民基金事業

森林整備促進事業

県単林道改良事業

観光施設維持管理

産業振興対策

観光推進事業

創業促進事業

公共土木施設維持補修事業

町道改良事業

橋梁維持管理事業

河川改良事業

公営住宅管理

浄化槽整備事業(特別会計)

水道本管布設替事業

水道料金支援事業

ICT整備及び利活用、英語教育の推進

文化財調査保護事業

学校給食費

27,646

34,830

2,650

2,728

1,836

5,400

50,216

400

18,214

7,775

1,200

21,503

9,500

30,000

8,349

5,484

18,285

3,132

31,510

87,100

57,130

40,701

6,287

79,545

38,016

35,271

19,686

49,451

13,300

子どもが卒業後町へ定住した場合、町在住の保護者が借入した奨学ローン相当額を町が助成する
奨学金制度
「ふるさと下仁田応援寄付金」に対し、町の名産品などを返礼品として送るなどし、町の魅力度アップ
と地域活性化を図る。

小・中学校入学時に祝金3万円・商品券2万円を支給

保育所及び認定こども園入所園児の保育料免除に伴う町負担分

保育所及び認定こども園入所園児の副食費（おかず・おやつ代）に伴う町負担分

集落高齢者等タクシー利用券・高齢者等お出かけ支援タクシー券交付

障害者・ひとり親世帯及び18歳に達する日以後の最初の3月31日までの子どもの医療費助成

24時間365日対応の健康に関する無料電話相談

都市部から移住し、町の伝統的農産物の生産技術を継承し、地域ブランドや地場産品の開発・販売・
ＰＲ等次代を担う農林業者として、町への定住・定着を図る

猟友会への駆除委託、狩猟免許取得等補助、有害鳥獣追払い資材購入、防除対策費用、
猿追払い員雇用等

ぐんま優良木材を構造材に使用して、町内に自己居住用の住宅を建築する場合に補助金を助成

町と地域住民・ボランティア団体等の協働による地域に根差した森林整備活動

町産木材の利用促進と民有林の荒廃予防を図るため、町内の山林から人工林を伐採及び搬出した
者に対し、その費用の一部を補助
林業生産基盤、山村地域の生活環境基盤及び森林環境の保全に資する基盤の整備を図るための
林道改良・舗装工事

各観光施設の整備、維持管理等

産業支援事業・中小企業新規取引開拓支援事業、商工会活動費補助等

観光宣伝PR・観光地の紹介・物産展参加・こんにゃく、下仁田ねぎの宣伝事業

新たな起業・創業者に対する補助事業

舗装補修工事（1路線）・町道等修繕（町内一円）・支障木伐採・除雪

改良工事（6路線）・トンネル長寿命化計画策定業務

補修工事（3橋）・補修設計業務（1橋）・橋梁長寿命化計画更新業務

改修工事（3河川）

吉崎団地改修工事（1戸）

市町村設置型30基整備（5人槽24基・7人槽5基・10人槽1基）
浄化槽エコ補助金・維持管理費・公営企業会計移行業務

水道本管布設替工事（３箇所）・舗装本復旧工事等（２箇所）

荒船風穴サイン整備工事・荒船風穴保存活用計画策定業務

町内在住在学の小学生・中学生保護者へ「子育て支援」のため給食費無償化

小中学校でのICT整備及び利活用により、児童生徒の情報活用能力を育成。
小中一貫外国語教育、小中学校へのALT配置、中学生英検受験料補助などを実施。

町営水道の基本料金及びメーター使用料を令和４年４月～９月検針分（検針３回分）免除
※新型コロナウイルス感染症対策

当初予算当初予算
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13.5%

予備費
1,000万円 0.2%

災害復旧費
1万円 0.0%
諸支出金
213万円 0.0%
消防費

2億7,871万円 5.8%

衛生費
7億7,266万円
16.0%

教育費
4億5,279万円
9.4%

議会費
7,240万円　1.5%

労働費
72万円
0.0%

農林水産業費
2億6,979万円
5.6%

農林水産業費
2億6,979万円
5.6%

商工費
9,356万円 1.9%

特別会計への
繰出金等
3億2,721万円
6.8%

道路・施設等の
建設改良費
3億5,002万円
7.3%

土木費
3億1,186万円 6.5%

土木費
3億1,186万円 6.5% 目的別 性質別

広
報しもにた

物品購入・
委託料等

6億1,796万円
12.8%

ねぎとこんにゃく下仁田奨学金事業

ふるさと納税促進事業

入学祝金

保育所運営委託（保育料免除）

保育所運営委託（副食費免除）

タクシー利用券交付事業

福祉医療費助成

健康ダイヤル24

有害鳥獣対策

地域おこし協力隊事業

下仁田町ぐんまの木で家づくり支援事業

ぐんま緑の県民基金事業

森林整備促進事業

県単林道改良事業

観光施設維持管理

産業振興対策

観光推進事業

創業促進事業

公共土木施設維持補修事業

町道改良事業

橋梁維持管理事業

河川改良事業

公営住宅管理

浄化槽整備事業(特別会計)

水道本管布設替事業

水道料金支援事業

ICT整備及び利活用、英語教育の推進

文化財調査保護事業

学校給食費

27,646

34,830

2,650

2,728

1,836

5,400

50,216

400

18,214

7,775

1,200

21,503

9,500

30,000

8,349

5,484

18,285

3,132

31,510

87,100

57,130

40,701

6,287

79,545

38,016

35,271

19,686

49,451

13,300

子どもが卒業後町へ定住した場合、町在住の保護者が借入した奨学ローン相当額を町が助成する
奨学金制度
「ふるさと下仁田応援寄付金」に対し、町の名産品などを返礼品として送るなどし、町の魅力度アップ
と地域活性化を図る。

小・中学校入学時に祝金3万円・商品券2万円を支給

保育所及び認定こども園入所園児の保育料免除に伴う町負担分

保育所及び認定こども園入所園児の副食費（おかず・おやつ代）に伴う町負担分

集落高齢者等タクシー利用券・高齢者等お出かけ支援タクシー券交付

障害者・ひとり親世帯及び18歳に達する日以後の最初の3月31日までの子どもの医療費助成

24時間365日対応の健康に関する無料電話相談

都市部から移住し、町の伝統的農産物の生産技術を継承し、地域ブランドや地場産品の開発・販売・
ＰＲ等次代を担う農林業者として、町への定住・定着を図る

猟友会への駆除委託、狩猟免許取得等補助、有害鳥獣追払い資材購入、防除対策費用、
猿追払い員雇用等

ぐんま優良木材を構造材に使用して、町内に自己居住用の住宅を建築する場合に補助金を助成

町と地域住民・ボランティア団体等の協働による地域に根差した森林整備活動

町産木材の利用促進と民有林の荒廃予防を図るため、町内の山林から人工林を伐採及び搬出した
者に対し、その費用の一部を補助
林業生産基盤、山村地域の生活環境基盤及び森林環境の保全に資する基盤の整備を図るための
林道改良・舗装工事

各観光施設の整備、維持管理等

産業支援事業・中小企業新規取引開拓支援事業、商工会活動費補助等

観光宣伝PR・観光地の紹介・物産展参加・こんにゃく、下仁田ねぎの宣伝事業

新たな起業・創業者に対する補助事業

舗装補修工事（1路線）・町道等修繕（町内一円）・支障木伐採・除雪

改良工事（6路線）・トンネル長寿命化計画策定業務

補修工事（3橋）・補修設計業務（1橋）・橋梁長寿命化計画更新業務

改修工事（3河川）

吉崎団地改修工事（1戸）

市町村設置型30基整備（5人槽24基・7人槽5基・10人槽1基）
浄化槽エコ補助金・維持管理費・公営企業会計移行業務

水道本管布設替工事（３箇所）・舗装本復旧工事等（２箇所）

荒船風穴サイン整備工事・荒船風穴保存活用計画策定業務

町内在住在学の小学生・中学生保護者へ「子育て支援」のため給食費無償化

小中学校でのICT整備及び利活用により、児童生徒の情報活用能力を育成。
小中一貫外国語教育、小中学校へのALT配置、中学生英検受験料補助などを実施。

町営水道の基本料金及びメーター使用料を令和４年４月～９月検針分（検針３回分）免除
※新型コロナウイルス感染症対策

当初予算当初予算



5 4下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

　「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」に基づき、下仁田町が発注する予定の２５０万円を
超える公共工事について、ここに公表いたします。ただし、次のものについては確定次第公表いたします。 

■令和4年度（2022） ２５０万円以上の工事予定概要調書■令和4年度（2022） ２５０万円以上の工事予定概要調書

  １　用地の取得が未了又は地権者との調整が未了で公表する見通しが立たないもの
  ２　工事に必要な公物管理者との協議・調整が未了で公表する見通しが立たないもの
  ３　補助事業で、所管官庁の交付決定等が完了しないと公表の見通しが立たないもの

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

総務課

農林課

農林課

農林課

農林課

商工観光課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

教育課

教育課

教育課

教育課

教育課

教育課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

旧西牧西小学校グラウンド擁壁修繕

県単林道改良事業栗山線

県単林道改良事業稲含高倉線

県単林道改良事業七久保橋倉線

県単林道改良事業塩ノ宮線

ほたる山公園感染防止対策工事

町道3007号（西原）線舗装補修工事

町道1018号（山際）線道路改良工事

町道0111号（風口～下郷）線舗装改良工事

町道0220号（萱倉）線舗装改良工事

町道0203･2353号（細萱）線道路改良工事

町道2562号（竹上）線道路改良工事

町道1046号（石淵）線道路改良工事

町道4243号線(4002号橋）橋梁補修工事

町道0121号線(曲輪橋）橋梁補修工事

町道0109号線(横道橋）橋梁補修工事

普通河川夏内沢川 河川改良工事

普通河川小入沢川 河川改良工事

普通河川大萱沢川 護岸設置工事

吉崎団地改修工事

下仁田小中学校感染防止対策施設整備事業

下仁田中学校校舎屋上防水改修工事

文化ホール外壁改修工事

荒船風穴サイン整備工事

社会体育施設トイレ改修工事

屋外運動場照明施設撤去工事

東町地区水道本管布設替工事

風口地区水道本管布設替工事

緑ヶ丘地区水道本管布設替工事

国道254号線水道本管布設替工事に伴う舗装本復旧工事

西野牧

栗山

栗山

平原

青倉

吉崎

下仁田

下仁田

風口～下郷

西野牧

馬山

栗山

馬山

西野牧

西野牧

栗山

青倉

大桑原

下郷

吉崎

下仁田

下仁田

下仁田

南野牧

南野牧

下仁田

下仁田

風口

馬山

南野牧

5月～8月

6月～11月

6月～11月

7月～12月

7月～12月

6月～12月

7月～8月

6月～8月

9月～12月

5月～7月

8月～3月

7月～10月

8月～11月

7月～12月

8月～12月

10月～3月

9月～1月

9月～3月

9月～3月

9月～12月

6月～12月

6月～12月

7月～3月

5月～3月

6月～12月

7～8月

9月～12月

9月～12月

9月～12月

9月～2月

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

随意契約

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

崩落部ブロック積・フェンス等撤去及びネットフェンス設置

改良工事 Ｌ＝150m Ｗ＝3.0m

舗装工事 Ｌ＝200m Ｗ＝4.0m

舗装工事 Ｌ＝200m Ｗ＝5.0m

改良工事 Ｌ＝150m Ｗ＝3.0m

トイレ改修 6基、自動水栓 4基

舗装補修1工区 L=40m、2工区 L=55m

道路改良 L=10m

舗装改良 L=100m

舗装改良 L=130m

道路改良 L=92m

道路改良 L=50m

道路改良 L=36m

橋梁補修 L=9.6m

橋梁補修 L=5.0m

橋梁補修 L=10.6m

河川改修 L=22m

河川改修 L=80m

河川改修 L=100m

吉崎団地リフォーム 1戸

トイレ改修工事一式（小学校：男5基女5基、中学校：男4基女8基）

塩ビシート防水 168.8㎡+130.7㎡他

外壁改修工事（シーリングと塗装）

和式便器の洋式化（5基）

照明灯50ケ、電柱6基、変圧器等撤去・処分一式

PE管 Φ40＝60.4ｍ

PE管 Φ50＝118.8ｍ

PE管 Φ50＝130.8ｍ

アスファルト舗装 Ａ＝660.0㎡

工事場所
（大字）

予定
工期

契約の
方法等担当課 工事名 工事概要

行政情報行政情報

町の年齢別人口（人口ピラミッド）町の年齢別人口（人口ピラミッド）

男

　性

男

　性

女

　性

女

　性

男女６５歳以上～　計３，481人
（町の全人口の51．87％）

男　計１，584人
女　計１，897人

男女１５～６４歳　計2，922人
（町の全人口の４3．54％）

男　計１，553人
女　計１，369人

男女０～１４歳　計３０８人
（町の全人口の４．５９％）

男　計１５３人
女　計１５５人

下仁田町の人口
（Ｒ４．４．１現在）

合計　　　　　　　　６，７１１人
男　　　　　　　　　３，２９０人
女　　　　　　　　　３，４２１人

世帯数　　　　　　３，２３６世帯
世帯平均　　　　 　　　２．１人
平均年齢　　　　　　６０．４４歳

この表は令和4年４月１日現在の下
仁田町の年齢別人口を表したもの
です。
図の中央にある数字が年齢、その両
脇にある数字がその年齢の人口数
です。中央左側が男性の数、右側が
女性の数で、★１つを１～５人分に換
算して表示してあります。

令和4年４月１日現在

広
報しもにた

サイン工 看板33基、デジタル温度計２基、多言語
解説システム一式



5 4下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

　「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」に基づき、下仁田町が発注する予定の２５０万円を
超える公共工事について、ここに公表いたします。ただし、次のものについては確定次第公表いたします。 

■令和4年度（2022） ２５０万円以上の工事予定概要調書■令和4年度（2022） ２５０万円以上の工事予定概要調書

  １　用地の取得が未了又は地権者との調整が未了で公表する見通しが立たないもの
  ２　工事に必要な公物管理者との協議・調整が未了で公表する見通しが立たないもの
  ３　補助事業で、所管官庁の交付決定等が完了しないと公表の見通しが立たないもの

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

総務課

農林課

農林課

農林課

農林課

商工観光課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

教育課

教育課

教育課

教育課

教育課

教育課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

建設水道課

旧西牧西小学校グラウンド擁壁修繕

県単林道改良事業栗山線

県単林道改良事業稲含高倉線

県単林道改良事業七久保橋倉線

県単林道改良事業塩ノ宮線

ほたる山公園感染防止対策工事

町道3007号（西原）線舗装補修工事

町道1018号（山際）線道路改良工事

町道0111号（風口～下郷）線舗装改良工事

町道0220号（萱倉）線舗装改良工事

町道0203･2353号（細萱）線道路改良工事

町道2562号（竹上）線道路改良工事

町道1046号（石淵）線道路改良工事

町道4243号線(4002号橋）橋梁補修工事

町道0121号線(曲輪橋）橋梁補修工事

町道0109号線(横道橋）橋梁補修工事

普通河川夏内沢川 河川改良工事

普通河川小入沢川 河川改良工事

普通河川大萱沢川 護岸設置工事

吉崎団地改修工事

下仁田小中学校感染防止対策施設整備事業

下仁田中学校校舎屋上防水改修工事

文化ホール外壁改修工事

荒船風穴サイン整備工事

社会体育施設トイレ改修工事

屋外運動場照明施設撤去工事

東町地区水道本管布設替工事

風口地区水道本管布設替工事

緑ヶ丘地区水道本管布設替工事

国道254号線水道本管布設替工事に伴う舗装本復旧工事

西野牧

栗山

栗山

平原

青倉

吉崎

下仁田

下仁田

風口～下郷

西野牧

馬山

栗山

馬山

西野牧

西野牧

栗山

青倉

大桑原

下郷

吉崎

下仁田

下仁田

下仁田

南野牧

南野牧

下仁田

下仁田

風口

馬山

南野牧

5月～8月

6月～11月

6月～11月

7月～12月

7月～12月

6月～12月

7月～8月

6月～8月

9月～12月

5月～7月

8月～3月

7月～10月

8月～11月

7月～12月

8月～12月

10月～3月

9月～1月

9月～3月

9月～3月

9月～12月

6月～12月

6月～12月

7月～3月

5月～3月

6月～12月

7～8月

9月～12月

9月～12月

9月～12月

9月～2月

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

随意契約

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

指名競争

崩落部ブロック積・フェンス等撤去及びネットフェンス設置

改良工事 Ｌ＝150m Ｗ＝3.0m

舗装工事 Ｌ＝200m Ｗ＝4.0m

舗装工事 Ｌ＝200m Ｗ＝5.0m

改良工事 Ｌ＝150m Ｗ＝3.0m

トイレ改修 6基、自動水栓 4基

舗装補修1工区 L=40m、2工区 L=55m

道路改良 L=10m

舗装改良 L=100m

舗装改良 L=130m

道路改良 L=92m

道路改良 L=50m

道路改良 L=36m

橋梁補修 L=9.6m

橋梁補修 L=5.0m
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吉崎団地リフォーム 1戸
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工事場所
（大字）

予定
工期

契約の
方法等担当課 工事名 工事概要

行政情報行政情報

町の年齢別人口（人口ピラミッド）町の年齢別人口（人口ピラミッド）

男

　性

男

　性

女

　性

女

　性

男女６５歳以上～　計３，481人
（町の全人口の51．87％）

男　計１，584人
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（町の全人口の４3．54％）

男　計１，553人
女　計１，369人

男女０～１４歳　計３０８人
（町の全人口の４．５９％）

男　計１５３人
女　計１５５人

下仁田町の人口
（Ｒ４．４．１現在）

合計　　　　　　　　６，７１１人
男　　　　　　　　　３，２９０人
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世帯数　　　　　　３，２３６世帯
世帯平均　　　　 　　　２．１人
平均年齢　　　　　　６０．４４歳

この表は令和4年４月１日現在の下
仁田町の年齢別人口を表したもの
です。
図の中央にある数字が年齢、その両
脇にある数字がその年齢の人口数
です。中央左側が男性の数、右側が
女性の数で、★１つを１～５人分に換
算して表示してあります。

令和4年４月１日現在

広
報しもにた

サイン工 看板33基、デジタル温度計２基、多言語
解説システム一式



大河原覚俊

新井　　満

掛川 　昌紀

市川　 博生

高橋　　司

松本　　実

黛　　一弘

福田　裕二

今井　幸江

小金澤康夫

黒澤　成則

工藤いずみ

齋藤　幹広

赤岡　咲恵

茂木　貴彦

石井　史子

岩井　　実

神戸　恵美

清水　弥生

神戸　進一

神戸　崇明

佐藤　　実

佐藤　史行

並木　将貴

工藤　陽介

齋藤　将広

佐藤　里奈

清水佐央理　用 赤岡健一郎

大石　翔太   

高橋　拓生　齋藤あずさ   

安藤　　淳   

廣澤貴代子   

小林　岳人　神戸華保梨 

上原　弘之　永井　美帆　栗原　靖（県派）

柳澤　大祐

神戸美奈子　小金澤　勉

茂木　聖（新）

栗原　大輔   
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福田　　翼   

岩井　司（新）　猪野　馨（再）
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柳　　芽生　佐藤　茂治（再）

今井　洋紀　高瀬　茂（再） 

高橋　結羽　安藤　正貴　横田　孝三（再） 

黒澤　福富　柳　圭一郎  

石井　利幸　並木　慎介
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荻野　文昭

佐藤　正明

係　　長課長補佐 係　　名課　　長課　名 係　　員

下仁田町教育委員会
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市川　瑠美　神戸　滉太   

新井　沙妃　林　通典（再）　有賀　喜紀（特別派遣社会教育主事）

岡田佳央梨   

並木　安基（新）

黛　　裕子　山田　誠司

関谷　友彦

用 福田　純

用 並木　護（再）

佐藤　敦保

園部　宏規

市川智恵子

小金澤千穂

赤岩　素明

赤岡　　明

学校教育係

生涯学習係

学校給食係（給食センター）

公民館係（文化ホール）

文化財保護係（歴史館）

ジオパーク推進係（自然史館）

下仁田小

下仁田中

竹内　　誠

(歴史館長）
 秋池　　武
（非常勤）
(自然史館長)
 中村　由克
（非常勤）

赤岡　　明

園部　宏規
（給食センター所長）
市川智恵子

事務部長
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事務局長
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鈴木　昌吾

岩井　優典

小金澤修路

東間　克敏

下仁田南牧医療事務組合 

甘楽西部環境衛生施設組合 

富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合 

総務課付

総務課付

黒澤　和行

齋藤　辰徳

群馬県地域創生課へ派遣

群馬県世界遺産センターへ派遣

行 政 係

情 報 管 理 係

財 政 係

地 域 安 全 係

秘 書 係

人 事 給 与 係
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農業係（農業委員会）
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商 工 観 光 係

庶 務 係

管 理 係

建 設 係

水 道 係

議 事 係

下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

（令和4年４月１日現在）教育長 茂木　学特別職 町長 原　秀男 

新規
採用職員

広
報しもにた

大河原覚俊

市川　博生

福田　裕二

鈴木　英男

小金澤康夫

黒澤　成則

園部　明美

金庭友佳利

今井　美和

神谷　哲男

神戸　栄起

並木　将貴

包 括 支 援 係
（包括支援センター）

保 健 推 進 係 市川　紫野　神戸　景子　赤岩　友紀
永井　邦佳（再）

市川　敬則　佐藤　裕一　永井　大貴
岡野　大暉

本多　正弥　竹内　雅浩　黒沢　千絵　小山  美里
柴田　悦子（再）   

住
民
の
方
々
の
生
活
を
支
え
ら

れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

地
域
の
方
々
の
健
康
を
守
れ
る

よ
う
、一生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

町
の
発
展
、活
性
化
に
向
け

日
々
努
力
し
て
い
き
ま
す
。よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

町
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
支
え

ら
れ
る
よ
う
、精
いっ
ぱ
い
頑
張

り
ま
す
。

下
仁
田
町
の
力
に
な
れ
る
よ
う

日
々
頑
張
り
ま
す
。

（住民税務課）
茂木　聖

（保健課）
岩井　司

（福祉課）
茂木　瑠里

（教育課）
並木　安基

（保健課）
佐藤　未空

会長・副会長 区長会長
（下仁田地区） 佐俣　奨

鈴木　髙穗

斎藤　政道

神戸　武夫

下仁田地区

小坂地区

青倉地区

区長会副会長
（馬山地区）

山崎　信行

清水　弘夫

小井圡健一

馬山地区

西牧地区代表区長

地区の代表として、町民皆様と町政とを結び町の発展のためにご尽力を賜ります。 （敬称略）

下 町 区
仲 町 区
上 町 区
旭 町 区
東 町 区
川 井 区
吉 崎 区
栗 山 区
大 東 区
中 央 区
小 川 区
蒔 田 区
城 西 区
緑 ケ 丘 区
下 小 坂 区
大 坂 区
中 小 坂 区

鈴　木　髙　穗 
松　本　太　吉 
佐　俣　　　奨
大　内　明　義 
鈴　木　武　司 
市　川　宏　幸 
佐　藤　秀　俊 
田　村　　　勝
神　戸　幸　宏 
山　崎　信　行 
清　水　弘　夫 
下　山　正　行 
吉　田　孝　雄 
神　戸　龍之助 
斎　藤　政　道 
長　岡　通　弘
松　本　　　實

８２－３２２３
８２－３００４
８２－５２５２
８２－２００３
８２－２３４０
８２－３１４９
８２－２５９０
８２－４７６４
８２－６１７４
８２－３０８１
８２－３７４３
８２－３７０９
８２－３６８４
８２－５６５９
８２－３５２２
８２－２１８５
８２－３２８１

区 長 会
役 員

下
仁
田

馬

　山

小

　坂

区　　別 区　　　長
氏　名 電　話

◆印は新任区長

区　　　長

令和4年度　役員を紹介します　ー１年間よろしくお願いしますー

◆

◆

◆

◆
◆
◆

●区長に関する問い合わせ
　総務課　行政係（内線３０１・３０２）　

上 小 坂 区
大 平 区
東 野 牧 区
本 宿 区
横 間 区
南 野 牧 区
市 野 萱 区
西 野 牧 区
矢 川 区
宮 室 区
大 桑 原 区
下 青 倉 区
上 青 倉 区
土 谷 沢 区

須　藤　孝　雄 
本　多　　　久 
小井土　英　二 
小井圡　健　一 
今 井 督 夫
並 木 輝 行
石 田 悦 夫
黛　　　良　造
柳　澤　　　博
今　井　　　昇
古　屋　伸一郎 
塚 越 伸 秋
神 戸 武 夫
岩 崎 晴 男

８２－４６９６
８２－５２６１
８４－２９８８
８４－２５８６
８４－２６８３
８４－２２６３
８４－２８５８
８４－２４８４
８４－２３８５
８２－３９８５
８２－３８０７
８２－５１７８
８２－４８６３
８２－５３０６

区　　別 区　　　長
氏　名 電　話

西

　牧

小

　坂

青

　倉

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
◆

下
仁
田
町
の
み
な
さ
ま
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
に
、一生
懸
命
頑
張
り
ま
す

の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

（企画課地域創生係）
栗原　靖

群馬県からの
派遣職員

人事異動役員紹介人事異動役員紹介
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新規
採用職員

広
報しもにた

大河原覚俊

市川　博生

福田　裕二

鈴木　英男

小金澤康夫

黒澤　成則

園部　明美

金庭友佳利

今井　美和

神谷　哲男

神戸　栄起

並木　将貴

包 括 支 援 係
（包括支援センター）

保 健 推 進 係 市川　紫野　神戸　景子　赤岩　友紀
永井　邦佳（再）

市川　敬則　佐藤　裕一　永井　大貴
岡野　大暉

本多　正弥　竹内　雅浩　黒沢　千絵　小山  美里
柴田　悦子（再）   

住
民
の
方
々
の
生
活
を
支
え
ら

れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

地
域
の
方
々
の
健
康
を
守
れ
る

よ
う
、一生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

町
の
発
展
、活
性
化
に
向
け

日
々
努
力
し
て
い
き
ま
す
。よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

町
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
支
え

ら
れ
る
よ
う
、精
いっ
ぱ
い
頑
張

り
ま
す
。

下
仁
田
町
の
力
に
な
れ
る
よ
う

日
々
頑
張
り
ま
す
。

（住民税務課）
茂木　聖

（保健課）
岩井　司

（福祉課）
茂木　瑠里

（教育課）
並木　安基

（保健課）
佐藤　未空

会長・副会長 区長会長
（下仁田地区） 佐俣　奨

鈴木　髙穗

斎藤　政道

神戸　武夫

下仁田地区

小坂地区

青倉地区

区長会副会長
（馬山地区）

山崎　信行

清水　弘夫

小井圡健一

馬山地区

西牧地区代表区長

地区の代表として、町民皆様と町政とを結び町の発展のためにご尽力を賜ります。 （敬称略）

下 町 区
仲 町 区
上 町 区
旭 町 区
東 町 区
川 井 区
吉 崎 区
栗 山 区
大 東 区
中 央 区
小 川 区
蒔 田 区
城 西 区
緑 ケ 丘 区
下 小 坂 区
大 坂 区
中 小 坂 区

鈴　木　髙　穗 
松　本　太　吉 
佐　俣　　　奨
大　内　明　義 
鈴　木　武　司 
市　川　宏　幸 
佐　藤　秀　俊 
田　村　　　勝
神　戸　幸　宏 
山　崎　信　行 
清　水　弘　夫 
下　山　正　行 
吉　田　孝　雄 
神　戸　龍之助 
斎　藤　政　道 
長　岡　通　弘
松　本　　　實

８２－３２２３
８２－３００４
８２－５２５２
８２－２００３
８２－２３４０
８２－３１４９
８２－２５９０
８２－４７６４
８２－６１７４
８２－３０８１
８２－３７４３
８２－３７０９
８２－３６８４
８２－５６５９
８２－３５２２
８２－２１８５
８２－３２８１

区 長 会
役 員

下
仁
田

馬

　山

小

　坂

区　　別 区　　　長
氏　名 電　話

◆印は新任区長

区　　　長

令和4年度　役員を紹介します　ー１年間よろしくお願いしますー

◆

◆

◆

◆
◆
◆

●区長に関する問い合わせ
　総務課　行政係（内線３０１・３０２）　

上 小 坂 区
大 平 区
東 野 牧 区
本 宿 区
横 間 区
南 野 牧 区
市 野 萱 区
西 野 牧 区
矢 川 区
宮 室 区
大 桑 原 区
下 青 倉 区
上 青 倉 区
土 谷 沢 区

須　藤　孝　雄 
本　多　　　久 
小井土　英　二 
小井圡　健　一 
今 井 督 夫
並 木 輝 行
石 田 悦 夫
黛　　　良　造
柳　澤　　　博
今　井　　　昇
古　屋　伸一郎 
塚 越 伸 秋
神 戸 武 夫
岩 崎 晴 男

８２－４６９６
８２－５２６１
８４－２９８８
８４－２５８６
８４－２６８３
８４－２２６３
８４－２８５８
８４－２４８４
８４－２３８５
８２－３９８５
８２－３８０７
８２－５１７８
８２－４８６３
８２－５３０６

区　　別 区　　　長
氏　名 電　話

西

　牧

小

　坂

青

　倉

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
◆

下
仁
田
町
の
み
な
さ
ま
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
に
、一生
懸
命
頑
張
り
ま
す

の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

（企画課地域創生係）
栗原　靖

群馬県からの
派遣職員

人事異動役員紹介人事異動役員紹介
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令和４年度（２０２２）保健推進員名簿

広
報しもにた

地域の健康増進や保健事業の推進役としてお世話になります。

●問い合わせ　保健課　保健予防係（保健センター内）　☎８２－５４９０

地区 氏　　名 地区 氏　　名

小

　
　
　坂

西

　
　
　牧

西

　
　
　牧

青

　
　
　倉

（敬称略）

荻　野　明　美
中　村　多恵子
神　保　千代子
佐　藤　栄　子
石　井　紀久美
鈴　木　成　子
阿久澤　勵　子
市　川　明　美
田　村　公　代
新　井　奈美子
秋　池　志津恵
中　村　公　美
小　林　美　幸
三井田　義　江
小　沢　有　紀
茂　木　松　代
黒　澤　悦　子
渡　辺　まりよ
赤　岩　のぶ子
黒　澤　たま江
赤　岩　秀　子
品　川　洋　子
茂　木　明　美
白　井　たつ子
中　上　きみ江
山　﨑　照　子
市　川　美由喜
今　井　ひさ子

田　村　八重子
神　戸　みち子
小根澤　ゆかり
田　中　愛　子
榊　原　一　枝
茂　木　直　代
並　木　遊　野
茂　木　美　和
小　林　千代子
今　井　恵　子
中　山　とよ子
武　藤　八　重
齋　藤　和　子
清　水　恵　子
強　矢　美由紀
小金澤　礼　子
小金澤　まち子
清　水　文　子
下　山　とよ子
下　山　せつ子
市　川　敦　子
岩　井　定　枝
吉　田　きよ子
中　澤　妙　子
佐　藤　由美子
茂　木　友　江
佐　藤　くみ子
園　部　弥　生

岩　渕　富久美
安　藤　智　子
永　井　幹　子
神　戸　とみ子
佐　藤　久美子
永　井　篤　巳
齋　藤　信　子
栁　澤　みち子
神　宮　博　子
岡　田　千　栄
工　藤　初　惠
佐　藤　妙　子
上　原　花　子
神　戸　さき子
長　岡　照　子
木　村　弘　美
小井圡　エリ子
広　沢　陽　子
福　田　恵　子
神　宮　貴美子
並　木　久　江
高　瀬　京　子
廣　澤　てる子
安　藤　弘　美
青　木　ヨ　シ
戸　塚　景　子
長　岡　幸　子
佐　藤　愛　子

佐 藤 　 恵
原 　 孝 子
佐　藤　千代子
園　部　恵　子
園　部　惠美子
柳　澤　恵　子
佐　藤　たづ子
柳　澤　てる子
小井土　政　美
圡　屋　征　子
土　谷　しず江
福　田　貞　美
今　井　留里香
茂　木　かほる
岩　井　枝　美
田　村　かづ江
今　井　かづ江
石　井　美　保
清　水　初　江
神　戸　初　代
神　戸　和　代
柳　澤　あさ子
岩　崎　律　子
大河原　てい子
土　谷　たまる

地区 氏　　名 地区 氏　　名

下

　仁

　田

馬

　
　
　山

小
坂

下
仁
田

下仁田こんにゃくフォトコンテスト下仁田こんにゃくフォトコンテスト役員紹介役員紹介

●
対
象
児
 

◎
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
等
の
利
用
児
全
員

を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

※
子
ど
も
の
扶
養
人
数
や
低
所
得
世
帯
等
の
条

件
を
な
く
し
ま
し
た
。

●
対
象
の
要
件

対
象
者
は
、
次
の
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
者
と
し
ま
す
。

①
保
護
者
及
び
対
象
児
童
が
下
仁
田
町
に
住
所

を
有
し
て
い
る
こ
と
。

②
保
護
者
は
、
副
食
費
の
無
料
化
を
受
け
よ
う

と
す
る
年
度
の
前
年
分
及
び
当
年
分
の
町
民
税

の
申
告
を
し
、
保
育
料
等
の
算
定
に
必
要
な
税

書
類
が
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

③
保
護
者
は
、
町
に
納
付
す
べ
き
金
額
に
滞
納

が
な
い
こ
と
。

●
提
出
書
類
　

・
保
育
料
の
場
合

「
下
仁
田
町
児
童
利
用
者
負
担
額
無
料
化
適
用

申
請
書
」

・
副
食
費
の
場
合

「
下
仁
田
町
幼
児
教
育
・
保
育
施
設
利
用
者
副

食
費
無
料
化
適
用
認
定
申
請
書
」

※
申
請
書
は
、
福
祉
課
福
祉
係
に
あ
り
ま
す
。

入
園
の
手
続
き
の
時
に
ご
案
内
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　福
祉
課
福
祉
係

☎
64―

８
８
０
３
（
直
通
）

令
和
４
年
４
月
分
か
ら

保
育
料
及
び
副
食
費

（
お
か
ず・お
や
つ
代
）の

完
全
無
料
化
を
実
施
！！

令和３年度  下仁田町こんにゃくフォトコンテスト
入賞作品決定！

　下仁田町が「こんにゃくの町」であることを外部に発信し、こんにゃくの消費拡大や下仁田町のこんにゃく
のブランド力を向上させることを目的に開催した「令和３年度下仁田町こんにゃくフォトコンテスト」の入賞
作品が決定しました。
　町外、県外の方々などたくさんの方からご応募いただき、応募総数は５７点となりました。
　入賞作品は、５月２日（月）～５月１８日（水）まで、下仁田町役場内にて展示を行います。ぜひご覧ください。

「下仁田の山々と蒟蒻畑」　
小井土　てるみ
「美味しいもう一本」　
山口　信一
「上まではこぶ～ごろごろ大きな音がする～」　
神戸　莉緒　
「おいしいこんにゃくになってね」
永井　梨楠
「コンニャクとカマキリ」
黛　裕子

〇群馬県知事賞
「蒟蒻小径」　髙橋　圭子
〇群馬県知事賞
「蒟蒻小径」　髙橋　圭子

〇下仁田町教育長賞
「こんにゃく」　下山　希代
〇下仁田町教育長賞
「こんにゃく」　下山　希代

〇下仁田町蒟蒻消費拡大推進
　協議会長賞
　「『ゆりのちゃん』の好物」
　倉林　博

〇下仁田町蒟蒻消費拡大推進
　協議会長賞
　「『ゆりのちゃん』の好物」
　倉林　博

〇群馬県西部農業事務所長賞
「たまには手作り」　中島　裕司
〇群馬県西部農業事務所長賞
「たまには手作り」　中島　裕司

〇下仁田町長賞
「食べ放題」　鶴田　雪男
〇下仁田町長賞
「食べ放題」　鶴田　雪男

「大切なもの」　林　里桜奈
「おいしいこんにゃく」　林　優里
「こんにゃくいもがいっぱい」　桜井　夢来
「下仁田へ向かうこんにゃく芋」　秋池　武
「こんにゃくいもがでるしゅんかん」　入江　遼
「てつのあみに入っている場所」　福田　心
「ここで順番待ってます」　中島　光江
「たくさんのこんにゃくいも」　寒河江　結々
「（　）ｅねっ！」　岩田　聡子
「きかいで芋をスライスしよう！」　福田　結愛
（敬称略）

〇入選 〇佳作
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令和４年度（２０２２）保健推進員名簿

広
報しもにた

地域の健康増進や保健事業の推進役としてお世話になります。

●問い合わせ　保健課　保健予防係（保健センター内）　☎８２－５４９０

地区 氏　　名 地区 氏　　名

小

　
　
　坂

西

　
　
　牧

西

　
　
　牧

青

　
　
　倉

（敬称略）

荻　野　明　美
中　村　多恵子
神　保　千代子
佐　藤　栄　子
石　井　紀久美
鈴　木　成　子
阿久澤　勵　子
市　川　明　美
田　村　公　代
新　井　奈美子
秋　池　志津恵
中　村　公　美
小　林　美　幸
三井田　義　江
小　沢　有　紀
茂　木　松　代
黒　澤　悦　子
渡　辺　まりよ
赤　岩　のぶ子
黒　澤　たま江
赤　岩　秀　子
品　川　洋　子
茂　木　明　美
白　井　たつ子
中　上　きみ江
山　﨑　照　子
市　川　美由喜
今　井　ひさ子

田　村　八重子
神　戸　みち子
小根澤　ゆかり
田　中　愛　子
榊　原　一　枝
茂　木　直　代
並　木　遊　野
茂　木　美　和
小　林　千代子
今　井　恵　子
中　山　とよ子
武　藤　八　重
齋　藤　和　子
清　水　恵　子
強　矢　美由紀
小金澤　礼　子
小金澤　まち子
清　水　文　子
下　山　とよ子
下　山　せつ子
市　川　敦　子
岩　井　定　枝
吉　田　きよ子
中　澤　妙　子
佐　藤　由美子
茂　木　友　江
佐　藤　くみ子
園　部　弥　生

岩　渕　富久美
安　藤　智　子
永　井　幹　子
神　戸　とみ子
佐　藤　久美子
永　井　篤　巳
齋　藤　信　子
栁　澤　みち子
神　宮　博　子
岡　田　千　栄
工　藤　初　惠
佐　藤　妙　子
上　原　花　子
神　戸　さき子
長　岡　照　子
木　村　弘　美
小井圡　エリ子
広　沢　陽　子
福　田　恵　子
神　宮　貴美子
並　木　久　江
高　瀬　京　子
廣　澤　てる子
安　藤　弘　美
青　木　ヨ　シ
戸　塚　景　子
長　岡　幸　子
佐　藤　愛　子

佐 藤 　 恵
原 　 孝 子
佐　藤　千代子
園　部　恵　子
園　部　惠美子
柳　澤　恵　子
佐　藤　たづ子
柳　澤　てる子
小井土　政　美
圡　屋　征　子
土　谷　しず江
福　田　貞　美
今　井　留里香
茂　木　かほる
岩　井　枝　美
田　村　かづ江
今　井　かづ江
石　井　美　保
清　水　初　江
神　戸　初　代
神　戸　和　代
柳　澤　あさ子
岩　崎　律　子
大河原　てい子
土　谷　たまる

地区 氏　　名 地区 氏　　名

下

　仁

　田

馬

　
　
　山

小
坂

下
仁
田

下仁田こんにゃくフォトコンテスト下仁田こんにゃくフォトコンテスト役員紹介役員紹介

●
対
象
児
 

◎
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
等
の
利
用
児
全
員

を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

※
子
ど
も
の
扶
養
人
数
や
低
所
得
世
帯
等
の
条

件
を
な
く
し
ま
し
た
。

●
対
象
の
要
件

対
象
者
は
、
次
の
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
者
と
し
ま
す
。

①
保
護
者
及
び
対
象
児
童
が
下
仁
田
町
に
住
所

を
有
し
て
い
る
こ
と
。

②
保
護
者
は
、
副
食
費
の
無
料
化
を
受
け
よ
う

と
す
る
年
度
の
前
年
分
及
び
当
年
分
の
町
民
税

の
申
告
を
し
、
保
育
料
等
の
算
定
に
必
要
な
税

書
類
が
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

③
保
護
者
は
、
町
に
納
付
す
べ
き
金
額
に
滞
納

が
な
い
こ
と
。

●
提
出
書
類
　

・
保
育
料
の
場
合

「
下
仁
田
町
児
童
利
用
者
負
担
額
無
料
化
適
用

申
請
書
」

・
副
食
費
の
場
合

「
下
仁
田
町
幼
児
教
育
・
保
育
施
設
利
用
者
副

食
費
無
料
化
適
用
認
定
申
請
書
」

※
申
請
書
は
、
福
祉
課
福
祉
係
に
あ
り
ま
す
。

入
園
の
手
続
き
の
時
に
ご
案
内
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　福
祉
課
福
祉
係

☎
64―

８
８
０
３
（
直
通
）

令
和
４
年
４
月
分
か
ら

保
育
料
及
び
副
食
費

（
お
か
ず・お
や
つ
代
）の

完
全
無
料
化
を
実
施
！！

令和３年度  下仁田町こんにゃくフォトコンテスト
入賞作品決定！

　下仁田町が「こんにゃくの町」であることを外部に発信し、こんにゃくの消費拡大や下仁田町のこんにゃく
のブランド力を向上させることを目的に開催した「令和３年度下仁田町こんにゃくフォトコンテスト」の入賞
作品が決定しました。
　町外、県外の方々などたくさんの方からご応募いただき、応募総数は５７点となりました。
　入賞作品は、５月２日（月）～５月１８日（水）まで、下仁田町役場内にて展示を行います。ぜひご覧ください。

「下仁田の山々と蒟蒻畑」　
小井土　てるみ
「美味しいもう一本」　
山口　信一
「上まではこぶ～ごろごろ大きな音がする～」　
神戸　莉緒　
「おいしいこんにゃくになってね」
永井　梨楠
「コンニャクとカマキリ」
黛　裕子

〇群馬県知事賞
「蒟蒻小径」　髙橋　圭子
〇群馬県知事賞
「蒟蒻小径」　髙橋　圭子

〇下仁田町教育長賞
「こんにゃく」　下山　希代
〇下仁田町教育長賞
「こんにゃく」　下山　希代

〇下仁田町蒟蒻消費拡大推進
　協議会長賞
　「『ゆりのちゃん』の好物」
　倉林　博

〇下仁田町蒟蒻消費拡大推進
　協議会長賞
　「『ゆりのちゃん』の好物」
　倉林　博

〇群馬県西部農業事務所長賞
「たまには手作り」　中島　裕司
〇群馬県西部農業事務所長賞
「たまには手作り」　中島　裕司

〇下仁田町長賞
「食べ放題」　鶴田　雪男
〇下仁田町長賞
「食べ放題」　鶴田　雪男

「大切なもの」　林　里桜奈
「おいしいこんにゃく」　林　優里
「こんにゃくいもがいっぱい」　桜井　夢来
「下仁田へ向かうこんにゃく芋」　秋池　武
「こんにゃくいもがでるしゅんかん」　入江　遼
「てつのあみに入っている場所」　福田　心
「ここで順番待ってます」　中島　光江
「たくさんのこんにゃくいも」　寒河江　結々
「（　）ｅねっ！」　岩田　聡子
「きかいで芋をスライスしよう！」　福田　結愛
（敬称略）

〇入選 〇佳作
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

12
〜
17
歳
の
方
へ

〜
追
加
接
種
が
開
始
さ
れ
ま
す
〜

3
回
目
接
種（
追
加
接
種
）に
つ
い
て

※
4
月
12
日
現
在
の
情
報
で
す

　
令
和
４
年
３
月
25
日
よ
り
、
12
〜

17
歳
の
方
も
３
回
目
（
追
加
）
接
種

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
方
の
う
ち
、
２
回
目
接

種
が
令
和
３
年
12
月
25
日
ま
で
に
完

了
し
て
い
る
方
へ
は
４
月
18
日
に
通
知

を
発
送
し
ま
し
た
が
、
届
い
て
い
な
い

方
は
町
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※

現
時
点
で
接
種
で
き
る
の
は
フ
ァ
イ

ザ
ー
社
ワ
ク
チ
ン
の
み
で
す
。
初
回
接

種
時
に
武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社
ワ
ク
チ
ン

を
受
け
た
方
も
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
ワ
ク

チ
ン
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
接
種
日
程
　※

完
全
予
約
制

【
集
団
接
種
】

５
月
21
日
（
土
）、
６
月
11
日
（
土
）、

６
月
25
日
（
土
）※

時
間
は
午
後

●
会
場
　
甘
楽
町
文
化
会
館（
甘
楽
町

白
倉
１
３
２
２
―
１
）

【
個
別
接
種
】

５
月
７
日
（
土
）
か
ら
以
下

の
医
療
機
関
で
毎
週
土
曜
日

に
実
施
し
ま
す
。

小
児（
5
〜
11
歳
）の
方
へ
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　
予
約
状
況
を
鑑
み
て
、
医
療
機
関

で
の
個
別
接
種
を
開
始
し
ま
す
。

●
対
象
者

５
歳
以
上
11
歳
以
下
の
方

※

１
回
目
接
種
後
、
２
回
目
接
種
ま

で
の
間
に
11
歳
か
ら
12
歳
に
到
達
し
た

お
子
様
は
、
２
回
目
も
小
児
用
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

※

１
回
目
の
接
種
時
に
す
で
に
12
歳
に

到
達
し
て
い
る
お
子
様
の
予
約
は
、
相

談
・
予
約
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

※

こ
れ
か
ら
５
歳
に
到
達
す
る
お
子
様

に
つ
い
て
は
、
誕
生
日
を
目
安
に
通
知

を
送
付
し
ま
す
。

●
接
種
日
時
　※

完
全
予
約
制

【
集
団
接
種
】

※

１
回
目
と
２
回
目
を
セ
ッ
ト
で
予
約

し
ま
す
。

５
月
15
日
（
日
）Ｐ
Ｍ
と
６
月
５
日

（
日
）Ｐ
Ｍ（
４
月
11
日
か
ら
予
約
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。）

会
場
：
富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
富
岡
市
七
日
市
４
０
０
―
１
）

【
個
別
接
種
】

※

１
回
目
と
２
回
目
は
そ
れ
ぞ
れ
予

約
が
必
要
で
す
。１
回
目
接
種
後
、翌

平
日
の
９
時
か
ら
２
回
目
の
予
約
が

小泉医院
宮崎医院

◇富岡市

安藤医院 小幡医院 原医院篠原整形外科医院
◇甘楽町

香内医院 中野整形外科医院田村医院

可
能
に
な
り
ま
す
。

　
４
月
23
日
よ
り
、下
記
の
医
療
機
関

で
毎
週
土
曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

※

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
予
約
の
際
は
、会
場
名
の

後
ろ
に「
５
〜
11
歳
小
児
専
用
」と
表

示
さ
れ
る
会
場
を
選
択
し
て
く
だ
さ

い
。電
話
で
予
約
す
る
際
は
、オ
ペ
レ
ー

タ
に
小
児
の
接
種
で
あ
る
旨
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

●
接
種
回
数
・
接
種
間
隔

３
週
間
の
間
隔
を
お
い
て
２
回
接
種
し

ま
す
。

●
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
ワ
ク
チ
ン

（
５
〜
11
歳
用
）

小
児
用
の
フ
ァ
イ
ザ
ー
ワ
ク
チ
ン
は
12

歳
以
上
用
の
ワ
ク
チ
ン
と
別
製
剤
で
、

用
法
・
用
量
が
異
な
り
ま
す
。
予
約

の
際
な
ど
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

LINE（スマートフォンアプリ）
「富岡市公式LINEアカウント（ID:＠tomiokacity）」
を友だち追加してください。（ID検索または右の二
次元コードから登録できます。）
トーク画面のメニューから「新型コロナワクチン接
種」を選択し、送信されるメッセージに従って操作
してください。

※スマートフォン版のLINEアプリのみ利用できます。ただし、一部の機種からは
　予約ができない場合があります。また、PC・タブレットからの予約はできません。
※最新バージョンのOS及びLINEアプリでご利用ください。

予
約
に
つ
い
て

予
約
に
つ
い
て

富岡市
公式LINE
アカウント

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種

（
３
回
目
の
接
種
）に
つ
い
て
、お
知
ら

せ
し
ま
す
。

●
対
象
者

　
初
回
接
種（
１
、２
回
目
接
種
）を
完

了
し
た
12
歳
以
上
の
方

●
接
種
間
隔・回
数

　
２
回
目
の
接
種
か
ら
６
か
月
以
上

の
間
隔
を
お
い
て（※

）１
回
接
種
す

る
。

※

２
回
目
の
接
種
日
か
ら
、６
か
月
を

経
過
し
な
い
う
ち
に
接
種
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

●
通
知
の
発
送
に
つ
い
て

　
対
象
と
な
る
方
へ
は
、３
回
目
接
種

が
可
能
と
な
る
時
期
に
合
わ
せ
て
順
次

通
知
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。通
知
が

お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
同
封
の
案

内
を
よ
く
確
認
し
、予
約
開
始
日
を

待
っ
て
か
ら
、予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
令
和
３
年
11
月
30
日
ま
で
に
２
回

目
の
接
種
が
済
ん
で
い
る
方
へ
は
通
知

を
発
送
し
ま
し
た
。次
回
の
発
送
予
定

日
は
令
和
４
年
５
月（
令
和
３
年
12
月

中
に
２
回
目
の
接
種
が
済
ん
だ
方
分
）

で
す
。

●
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
に
つ
い
て

　
追
加
接
種
で
は
、初
回
接
種
に
用
い

た
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
、

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン（
フ
ァ
イ
ザ
ー
社

ま
た
は
武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社
の
ワ
ク
チ

ン
）を
使
用
し
ま
す
。た
だ
し
、12
〜
17

歳
の
方
に
つ
い
て
は
、フ
ァ
イ
ザ
ー
社
ワ

ク
チ
ン
の
み
接
種
で
き
ま
す
。

　
初
回
接
種
が
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
で
あ
っ

た
方
も
、武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、接
種
す
る
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

希
望
が
あ
る
方
は
、予
約
時
に
医
療
機

関
で
ど
ち
ら
の
ワ
ク
チ
ン
を
取
り
扱
う

か
確
認
し
た
う
え
で
、予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
方
法
は
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の
電
話
ま
た
は
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
受
け
付
け
ま
す
。
予
約
時

に
「
接
種
券
番
号
」「
生
年
月
日
」「
希

望
す
る
接
種
会
場
・
日
時
」
を
確
認

し
ま
す
。

●
２
回
目
の
接
種
後
に
下
仁
田
町
へ
転

入
し
た
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い

　
２
回
の
接
種（
初
回
接
種
）を
完
了

し
た
方
の
う
ち
、２
回
目
の
接
種
日
以

降
に
他
の
市
区
町
村
か
ら
下
仁
田
町
へ

住
民
票
を
異
動
し
た
方
が
、３
回
目
の

接
種
を
受
け
る
場
合
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。

　
下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
０
２

７
４
―
82
―
５
４
９
０
）へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。ま
た
、厚
生
労
働
省
サ
イ
ト
の

『
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
ナ
ビ
』か
ら
も
申
請

で
き
ま
す
。

コロナワクチン接種
相談・予約センター
☎0120-500-662

◇受付日時
月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後５時

※電話のかけ間違いに注意してください。

石川胃腸科医院
須藤医院
中野整形外科医院

◇富岡市

安藤医院 小幡医院 原医院
◇甘楽町

小泉医院
西毛病院
保阪医院

香内医院
滝田医院
細谷医院

こすげレディスクリニック
田村医院

佐藤医院
◇下仁田町

ワクチン接種についてワクチン接種について
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

12
〜
17
歳
の
方
へ

〜
追
加
接
種
が
開
始
さ
れ
ま
す
〜

3
回
目
接
種（
追
加
接
種
）に
つ
い
て

※
4
月
12
日
現
在
の
情
報
で
す

　
令
和
４
年
３
月
25
日
よ
り
、
12
〜

17
歳
の
方
も
３
回
目
（
追
加
）
接
種

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
方
の
う
ち
、
２
回
目
接

種
が
令
和
３
年
12
月
25
日
ま
で
に
完

了
し
て
い
る
方
へ
は
４
月
18
日
に
通
知

を
発
送
し
ま
し
た
が
、
届
い
て
い
な
い

方
は
町
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※

現
時
点
で
接
種
で
き
る
の
は
フ
ァ
イ

ザ
ー
社
ワ
ク
チ
ン
の
み
で
す
。
初
回
接

種
時
に
武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社
ワ
ク
チ
ン

を
受
け
た
方
も
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
ワ
ク

チ
ン
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
接
種
日
程
　※

完
全
予
約
制

【
集
団
接
種
】

５
月
21
日
（
土
）、
６
月
11
日
（
土
）、

６
月
25
日
（
土
）※

時
間
は
午
後

●
会
場
　
甘
楽
町
文
化
会
館（
甘
楽
町

白
倉
１
３
２
２
―
１
）

【
個
別
接
種
】

５
月
７
日
（
土
）
か
ら
以
下

の
医
療
機
関
で
毎
週
土
曜
日

に
実
施
し
ま
す
。

小
児（
5
〜
11
歳
）の
方
へ
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　
予
約
状
況
を
鑑
み
て
、
医
療
機
関

で
の
個
別
接
種
を
開
始
し
ま
す
。

●
対
象
者

５
歳
以
上
11
歳
以
下
の
方

※

１
回
目
接
種
後
、
２
回
目
接
種
ま

で
の
間
に
11
歳
か
ら
12
歳
に
到
達
し
た

お
子
様
は
、
２
回
目
も
小
児
用
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

※

１
回
目
の
接
種
時
に
す
で
に
12
歳
に

到
達
し
て
い
る
お
子
様
の
予
約
は
、
相

談
・
予
約
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

※

こ
れ
か
ら
５
歳
に
到
達
す
る
お
子
様

に
つ
い
て
は
、
誕
生
日
を
目
安
に
通
知

を
送
付
し
ま
す
。

●
接
種
日
時
　※

完
全
予
約
制

【
集
団
接
種
】

※

１
回
目
と
２
回
目
を
セ
ッ
ト
で
予
約

し
ま
す
。

５
月
15
日
（
日
）Ｐ
Ｍ
と
６
月
５
日

（
日
）Ｐ
Ｍ（
４
月
11
日
か
ら
予
約
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。）

会
場
：
富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
富
岡
市
七
日
市
４
０
０
―
１
）

【
個
別
接
種
】

※

１
回
目
と
２
回
目
は
そ
れ
ぞ
れ
予

約
が
必
要
で
す
。１
回
目
接
種
後
、翌

平
日
の
９
時
か
ら
２
回
目
の
予
約
が

小泉医院
宮崎医院

◇富岡市

安藤医院 小幡医院 原医院篠原整形外科医院
◇甘楽町

香内医院 中野整形外科医院田村医院

可
能
に
な
り
ま
す
。

　
４
月
23
日
よ
り
、下
記
の
医
療
機
関

で
毎
週
土
曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

※

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
予
約
の
際
は
、会
場
名
の

後
ろ
に「
５
〜
11
歳
小
児
専
用
」と
表

示
さ
れ
る
会
場
を
選
択
し
て
く
だ
さ

い
。電
話
で
予
約
す
る
際
は
、オ
ペ
レ
ー

タ
に
小
児
の
接
種
で
あ
る
旨
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

●
接
種
回
数
・
接
種
間
隔

３
週
間
の
間
隔
を
お
い
て
２
回
接
種
し

ま
す
。

●
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
ワ
ク
チ
ン

（
５
〜
11
歳
用
）

小
児
用
の
フ
ァ
イ
ザ
ー
ワ
ク
チ
ン
は
12

歳
以
上
用
の
ワ
ク
チ
ン
と
別
製
剤
で
、

用
法
・
用
量
が
異
な
り
ま
す
。
予
約

の
際
な
ど
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

LINE（スマートフォンアプリ）
「富岡市公式LINEアカウント（ID:＠tomiokacity）」
を友だち追加してください。（ID検索または右の二
次元コードから登録できます。）
トーク画面のメニューから「新型コロナワクチン接
種」を選択し、送信されるメッセージに従って操作
してください。

※スマートフォン版のLINEアプリのみ利用できます。ただし、一部の機種からは
　予約ができない場合があります。また、PC・タブレットからの予約はできません。
※最新バージョンのOS及びLINEアプリでご利用ください。

予
約
に
つ
い
て

予
約
に
つ
い
て

富岡市
公式LINE
アカウント

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種

（
３
回
目
の
接
種
）に
つ
い
て
、お
知
ら

せ
し
ま
す
。

●
対
象
者

　
初
回
接
種（
１
、２
回
目
接
種
）を
完

了
し
た
12
歳
以
上
の
方

●
接
種
間
隔・回
数

　
２
回
目
の
接
種
か
ら
６
か
月
以
上

の
間
隔
を
お
い
て（※

）１
回
接
種
す

る
。

※

２
回
目
の
接
種
日
か
ら
、６
か
月
を

経
過
し
な
い
う
ち
に
接
種
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

●
通
知
の
発
送
に
つ
い
て

　
対
象
と
な
る
方
へ
は
、３
回
目
接
種

が
可
能
と
な
る
時
期
に
合
わ
せ
て
順
次

通
知
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。通
知
が

お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
同
封
の
案

内
を
よ
く
確
認
し
、予
約
開
始
日
を

待
っ
て
か
ら
、予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
令
和
３
年
11
月
30
日
ま
で
に
２
回

目
の
接
種
が
済
ん
で
い
る
方
へ
は
通
知

を
発
送
し
ま
し
た
。次
回
の
発
送
予
定

日
は
令
和
４
年
５
月（
令
和
３
年
12
月

中
に
２
回
目
の
接
種
が
済
ん
だ
方
分
）

で
す
。

●
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
に
つ
い
て

　
追
加
接
種
で
は
、初
回
接
種
に
用
い

た
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
、

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン（
フ
ァ
イ
ザ
ー
社

ま
た
は
武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社
の
ワ
ク
チ

ン
）を
使
用
し
ま
す
。た
だ
し
、12
〜
17

歳
の
方
に
つ
い
て
は
、フ
ァ
イ
ザ
ー
社
ワ

ク
チ
ン
の
み
接
種
で
き
ま
す
。

　
初
回
接
種
が
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
で
あ
っ

た
方
も
、武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、接
種
す
る
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

希
望
が
あ
る
方
は
、予
約
時
に
医
療
機

関
で
ど
ち
ら
の
ワ
ク
チ
ン
を
取
り
扱
う

か
確
認
し
た
う
え
で
、予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
方
法
は
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の
電
話
ま
た
は
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
受
け
付
け
ま
す
。
予
約
時

に
「
接
種
券
番
号
」「
生
年
月
日
」「
希

望
す
る
接
種
会
場
・
日
時
」
を
確
認

し
ま
す
。

●
２
回
目
の
接
種
後
に
下
仁
田
町
へ
転

入
し
た
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い

　
２
回
の
接
種（
初
回
接
種
）を
完
了

し
た
方
の
う
ち
、２
回
目
の
接
種
日
以

降
に
他
の
市
区
町
村
か
ら
下
仁
田
町
へ

住
民
票
を
異
動
し
た
方
が
、３
回
目
の

接
種
を
受
け
る
場
合
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。

　
下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
０
２

７
４
―
82
―
５
４
９
０
）へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。ま
た
、厚
生
労
働
省
サ
イ
ト
の

『
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
ナ
ビ
』か
ら
も
申
請

で
き
ま
す
。

コロナワクチン接種
相談・予約センター
☎0120-500-662

◇受付日時
月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後５時

※電話のかけ間違いに注意してください。

石川胃腸科医院
須藤医院
中野整形外科医院

◇富岡市

安藤医院 小幡医院 原医院
◇甘楽町

小泉医院
西毛病院
保阪医院

香内医院
滝田医院
細谷医院

こすげレディスクリニック
田村医院

佐藤医院
◇下仁田町

ワクチン接種についてワクチン接種について
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1・2
回
目
接
種（
初
回
接
種
）に

つ
い
て

転
出
入
に
伴
う
注
意
点

◇下仁田町

◇富岡市

下仁田厚生病院 大沢クリニック

大竹外科胃腸科
須藤医院

小泉医院
田村医院

香内医院
細谷医院

こすげレディスクリニック

◇甘楽町
安藤医院 小幡医院奥村クリニック こがはらクリニック
篠原整形外科医院 原医院

●5月の接種体制について※予約数の減少に伴い予約枠数を減らしております。
　また、当面の間、武田/モデルナ社ワクチンを使用します。
　【個別接種】富岡市甘楽郡内の協力医療機関で接種できます。接種可能な曜日・時間は、医療機関によって異なります。

【集団接種】　現時点で実施予定はありません。個別接種を利用してください。
●予約時にワクチンの種類を確認する方法
　電話予約：予約の際にオペレーターに確認してください。
　LINE予約：予約時に表示される医療機関名の後の表記を確認してください。
　　　　　  （ファ）がファイザー社、（モ）が武田／モデルナ社ワクチンを接種する予約です。

　
１
・
２
回
目
の
接
種
に
つ
い
て
も
引

き
続
き
予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

接
種
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
は
皆
様
へ

発
送
し
ま
し
た
が
、お
手
元
に
な
い
方

は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

●
下
仁
田
町
か
ら
転
出
す
る
方
へ

　
下
仁
田
町
か
ら
転
出
し
た（
住
民
票

の
所
在
地
が
変
更
と
な
っ
た
）場
合
、町

か
ら
発
行
さ
れ
た
通
知
は
無
効
と
な

り
ま
す
。転
出
先
の
自
治
体
で
通
知
の

再
発
行
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、転

出
入
に
伴
い
接
種
券
番
号
が
変
更
に

な
り
ま
す
の
で
、こ
れ
か
ら
接
種
予
定

の
予
約
が
あ
る
方
は
、保
健
セ
ン
タ
ー

へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

●
下
仁
田
町
に
転
入
し
た
方
へ

　
接
種
記
録
が
分
か
る
書
類
・
転
入
前

の
自
治
体
で
接
種
券（
予
診
票
）が
発

行
さ
れ
て
い
る
方
は
接
種
券（
予
診
票
）

を
持
参
し
、下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

で
再
発
行
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

他
の
予
防
接
種
と
の
接
種
間
隔
に

つ
い
て

接
種
を
受
け
る
際
の
同
意
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
前
及

び
接
種
後
に
、他
の
予
防
接
種
を
行
う

場
合
は
、原
則
と
し
て
１
３
日
以
上
の

間
隔
を
お
い
て
く
だ
さ
い
。（
同
時
接
種

は
で
き
ま
せ
ん
。）肺
炎
球
菌
等
の
予

防
接
種
を
予
定
し
て
い
る
方
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
は

皆
様
に
受
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お
勧
め

し
て
い
ま
す
が
、接
種
を
受
け
る
こ
と

は
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
予
防
接
種
を
受
け
る
方
に
は
、予
防

接
種
に
よ
る
感
染
症
予
防
の
効
果
と

副
反
応
の
リ
ス
ク
の
双
方
に
つ
い
て
理

解
し
た
上
で
、自
ら
の
意
思
で
接
種
を

受
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。受
け
る

方
の
同
意
な
く
、接
種
が
行
わ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
職
場
や
周
り
の
方
な
ど
に
接
種
を

強
制
し
た
り
、接
種
を
受
け
て
い
な
い

人
に
差
別
的
な
扱
い
を
し
た
り
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
保
健
推
進
係（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

☎
82
―
５
４
９
０

12～17歳男女の方（※）・18歳～29歳男性の方（※）でファイザー社ワクチンを希望する方、これから1・2回目の
接種を予約する方（※※）もLINE予約ができるようになりました。
（※）心筋炎・心膜炎の報告頻度の差による対応
（※※）富岡市甘楽郡内の武田／モデルナ社ワクチンは追加接種のみ受付のため。
（接種量の違いによる間違い接種の防止）

富岡市甘楽郡内の医療機関以外での接種予約については、接種する病院や所在地の自治体に確認してください。

ワクチン接種についてワクチン接種について

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
ド
ラ
マ
を
見
て
い
た

方
も
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。２
０
２

１
年（
令
和
３
）の
ド
ラ
マ
、「
お
か
え
り

モ
ネ
」を
見
て
い
ま
し
た
ら
、舞
台
の
背

景
に
気
に
か
か
る
文
字
が
目
に
止
ま
り

ま
し
た
。時
々
こ
ん
な
場
面
に
出
会
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
折
に
書
き

取
ろ
う
と
し
ま
す
が
、準
備
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
。そ
こ
で
机
の
上
に
は
常
に
筆

記
用
具
を
準
備
し
て
置
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。し
か
し
、い
ざ
書
き
取
ろ
う
と
し

ま
す
が
数
秒
で
画
面
が
変
っ
て
仕
舞
い

ま
す
。一
度
で
は
中
々
書
き
取
れ
ま
せ

ん
の
で
、再
放
送
等
を
繰
り
返
し
な
が

ら
目
的
を
達
成
し
ま
す
。そ
ん
な
折
り

書
き
取
れ
た
喜
び
は
格
別
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。ま
た
、一
つ
に
は
惚
け
防
止
に

も
な
ろ
う
か
と
つ
と
め
て
努
力
を
し
て

い
ま
す
。さ
て
、今
回
何
と
か
書
き
取
り

が
出
来
ま
し
た
の
は「
人
の
道
」に
つ
い

て
の
名
訓
で
す
。た
ま
た
ま
訪
れ
た
知

人
に
書
き
取
っ
た
も
の
を
見
せ
ま
し
た

ら
、そ
れ
は
伊
達
政
宗
の「
五
常
訓
」で

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
ド
ラ
マ
を
見
て
い
た

方
も
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。２
０
２

１
年（
令
和
３
）の
ド
ラ
マ
、「
お
か
え
り

モ
ネ
」を
見
て
い
ま
し
た
ら
、舞
台
の
背

景
に
気
に
か
か
る
文
字
が
目
に
止
ま
り

ま
し
た
。時
々
こ
ん
な
場
面
に
出
会
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
折
に
書
き

取
ろ
う
と
し
ま
す
が
、準
備
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
。そ
こ
で
机
の
上
に
は
常
に
筆

記
用
具
を
準
備
し
て
置
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。し
か
し
、い
ざ
書
き
取
ろ
う
と
し

ま
す
が
数
秒
で
画
面
が
変
っ
て
仕
舞
い

ま
す
。一
度
で
は
中
々
書
き
取
れ
ま
せ

ん
の
で
、再
放
送
等
を
繰
り
返
し
な
が

ら
目
的
を
達
成
し
ま
す
。そ
ん
な
折
り

書
き
取
れ
た
喜
び
は
格
別
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。ま
た
、一
つ
に
は
惚
け
防
止
に

も
な
ろ
う
か
と
つ
と
め
て
努
力
を
し
て

い
ま
す
。さ
て
、今
回
何
と
か
書
き
取
り

が
出
来
ま
し
た
の
は「
人
の
道
」に
つ
い

て
の
名
訓
で
す
。た
ま
た
ま
訪
れ
た
知

人
に
書
き
取
っ
た
も
の
を
見
せ
ま
し
た

ら
、そ
れ
は
伊
達
政
宗
の「
五
常
訓
」で

す
よ
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。流
石
の
知

識
人
に
は
驚
き
ま
し
た
。こ
の
時「
五
常

訓
」を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

　
た
ま
た
ま
、昨
年
の
大
河
ド
ラ
マ
で

は「
青
天
を
衝
け
」の
放
送
を
し
て
い
ま

し
た
。実
は
、県
境
を
越
え
ま
し
た
内

山
峠
に
渋
沢
栄
一
の
詩
碑
が
あ
り
ま

す
。こ
の
詩
の
中
に
人
の
道
は
中
道
を

歩
む
べ
き
と
あ
り
ま
す
。流
石
、偉
人
達

は
立
派
な
言
葉
を
残
し
て
い
る
こ
と
に

感
心
し
ま
し
た
。す
べ
て
人
の
道
は
事

に
過
ぎ
る
と
問
題
が
あ
る
こ
と
を
知
ら

さ
れ
ま
し
た
。

　
伊
達
政
宗
の「
五
常
訓
」を
知
っ
た
喜

び
と
、知
人
に
教
え
ら
れ
た
こ
と
に
感

謝
を
し
て
い
ま
す
。改
め
て
、伊
達
政
宗

が
立
派
な
武
士
で
あ
り
、学
識
を
も
っ

た
知
識
人
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
学
び
と

り
ま
し
た
。

す
よ
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。流
石
の
知

識
人
に
は
驚
き
ま
し
た
。こ
の
時「
五
常

訓
」を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

　
た
ま
た
ま
、昨
年
の
大
河
ド
ラ
マ
で

は「
青
天
を
衝
け
」の
放
送
を
し
て
い
ま

し
た
。実
は
、県
境
を
越
え
ま
し
た
内

山
峠
に
渋
沢
栄
一
の
詩
碑
が
あ
り
ま

す
。こ
の
詩
の
中
に
人
の
道
は
中
道
を

歩
む
べ
き
と
あ
り
ま
す
。流
石
、偉
人
達

は
立
派
な
言
葉
を
残
し
て
い
る
こ
と
に

感
心
し
ま
し
た
。す
べ
て
人
の
道
は
事

に
過
ぎ
る
と
問
題
が
あ
る
こ
と
を
知
ら

さ
れ
ま
し
た
。

　
伊
達
政
宗
の「
五
常
訓
」を
知
っ
た
喜

び
と
、知
人
に
教
え
ら
れ
た
こ
と
に
感

謝
を
し
て
い
ま
す
。改
め
て
、伊
達
政
宗

が
立
派
な
武
士
で
あ
り
、学
識
を
も
っ

た
知
識
人
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
学
び
と

り
ま
し
た
。

以
下
が「
五
常
訓
」で
す
。

仁
に
過
ぐ
れ
ば
　
弱
く
な
る

義
に
過
ぐ
れ
ば
　
固
く
な
る

禮
に
過
ぐ
れ
ば
　
へ
つ
ら
い
と
な
る
　

智
に
過
ぐ
れ
ば
　
う
そ
を
つ
く

信
に
過
ぐ
れ
ば
　
損
を
す
る

（
注
）

「
仁
」…

お
も
い
や
り
。い
つ
く
し
み
。

「
義
」…

正
し
い
筋
道
。道
理
。

「
へ
つ
ら
う
」…

人
の
気
に
入
る
よ
う
に

ふ
る
ま
う
。お
世
辞
を
言
う
。

　
何
事
も
、達
成
出
来
た
時
の
喜
び
は

格
別
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。知
ら
な
い

こ
と
を
知
り
え
た
喜
び
は
格
別
で
す
。

　
さ
て
、新
聞
や
テ
レ
ビ
に
毎
日
種
々

の
犯
罪
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。誠
に
残

念
な
こ
と
で
す
。菩
提
寺
に
お
参
り
し

ま
し
た
ら「
一
隅
を
照
ら
す
」の
碑
が
あ

り
ま
し
た
。生
き
て
行
く
こ
と
は
大
変

で
す
が
、人
間
ら
し
く
生
き
る
こ
と
に

努
め
た
い
も
の
で
す
。

以
下
が「
五
常
訓
」で
す
。

仁
に
過
ぐ
れ
ば
　
弱
く
な
る

義
に
過
ぐ
れ
ば
　
固
く
な
る

禮
に
過
ぐ
れ
ば
　
へ
つ
ら
い
と
な
る
　

智
に
過
ぐ
れ
ば
　
う
そ
を
つ
く

信
に
過
ぐ
れ
ば
　
損
を
す
る

（
注
）

「
仁
」…

お
も
い
や
り
。い
つ
く
し
み
。

「
義
」…

正
し
い
筋
道
。道
理
。

「
へ
つ
ら
う
」…

人
の
気
に
入
る
よ
う
に

ふ
る
ま
う
。お
世
辞
を
言
う
。

　
何
事
も
、達
成
出
来
た
時
の
喜
び
は

格
別
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。知
ら
な
い

こ
と
を
知
り
え
た
喜
び
は
格
別
で
す
。

　
さ
て
、新
聞
や
テ
レ
ビ
に
毎
日
種
々

の
犯
罪
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。誠
に
残

念
な
こ
と
で
す
。菩
提
寺
に
お
参
り
し

ま
し
た
ら「
一
隅
を
照
ら
す
」の
碑
が
あ

り
ま
し
た
。生
き
て
行
く
こ
と
は
大
変

で
す
が
、人
間
ら
し
く
生
き
る
こ
と
に

努
め
た
い
も
の
で
す
。

里
見
哲
夫

五
常
訓

五
常
訓

語り継がれる歴史語り継がれる歴史

すす

　「
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会
」が

長
年
に
わ
た
り
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動

の
普
及
発
展
に
寄
与
し
、そ
の
貢

献
が
評
価
さ
れ
、西
上
州
観
光
連

盟
よ
り
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会
は
、

町
及
び
観
光
協
会
等
の
事
業
協

力
、ジ
オ
ツ
ア
ー
・
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ

イ
ド
活
動
、教
育
活
動
、毎
月
20
日

（
ジ
オ
の
日
）の
ジ
オ
サ
イ
ト
の
清

掃
活
動
な
ど
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
に

多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

「
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク

の
会
」が
西
上
州
観
光

連
盟
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た

下仁田ジオパークの会　会長下仁田ジオパークの会　会長
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1・2
回
目
接
種（
初
回
接
種
）に

つ
い
て

転
出
入
に
伴
う
注
意
点

◇下仁田町

◇富岡市

下仁田厚生病院 大沢クリニック

大竹外科胃腸科
須藤医院

小泉医院
田村医院

香内医院
細谷医院

こすげレディスクリニック

◇甘楽町
安藤医院 小幡医院奥村クリニック こがはらクリニック
篠原整形外科医院 原医院

●5月の接種体制について※予約数の減少に伴い予約枠数を減らしております。
　また、当面の間、武田/モデルナ社ワクチンを使用します。
　【個別接種】富岡市甘楽郡内の協力医療機関で接種できます。接種可能な曜日・時間は、医療機関によって異なります。

【集団接種】　現時点で実施予定はありません。個別接種を利用してください。
●予約時にワクチンの種類を確認する方法
　電話予約：予約の際にオペレーターに確認してください。
　LINE予約：予約時に表示される医療機関名の後の表記を確認してください。
　　　　　  （ファ）がファイザー社、（モ）が武田／モデルナ社ワクチンを接種する予約です。

　
１
・
２
回
目
の
接
種
に
つ
い
て
も
引

き
続
き
予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

接
種
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
は
皆
様
へ

発
送
し
ま
し
た
が
、お
手
元
に
な
い
方

は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

●
下
仁
田
町
か
ら
転
出
す
る
方
へ

　
下
仁
田
町
か
ら
転
出
し
た（
住
民
票

の
所
在
地
が
変
更
と
な
っ
た
）場
合
、町

か
ら
発
行
さ
れ
た
通
知
は
無
効
と
な

り
ま
す
。転
出
先
の
自
治
体
で
通
知
の

再
発
行
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、転

出
入
に
伴
い
接
種
券
番
号
が
変
更
に

な
り
ま
す
の
で
、こ
れ
か
ら
接
種
予
定

の
予
約
が
あ
る
方
は
、保
健
セ
ン
タ
ー

へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

●
下
仁
田
町
に
転
入
し
た
方
へ

　
接
種
記
録
が
分
か
る
書
類
・
転
入
前

の
自
治
体
で
接
種
券（
予
診
票
）が
発

行
さ
れ
て
い
る
方
は
接
種
券（
予
診
票
）

を
持
参
し
、下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー

で
再
発
行
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

他
の
予
防
接
種
と
の
接
種
間
隔
に

つ
い
て

接
種
を
受
け
る
際
の
同
意
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
前
及

び
接
種
後
に
、他
の
予
防
接
種
を
行
う

場
合
は
、原
則
と
し
て
１
３
日
以
上
の

間
隔
を
お
い
て
く
だ
さ
い
。（
同
時
接
種

は
で
き
ま
せ
ん
。）肺
炎
球
菌
等
の
予

防
接
種
を
予
定
し
て
い
る
方
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
は

皆
様
に
受
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お
勧
め

し
て
い
ま
す
が
、接
種
を
受
け
る
こ
と

は
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
予
防
接
種
を
受
け
る
方
に
は
、予
防

接
種
に
よ
る
感
染
症
予
防
の
効
果
と

副
反
応
の
リ
ス
ク
の
双
方
に
つ
い
て
理

解
し
た
上
で
、自
ら
の
意
思
で
接
種
を

受
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。受
け
る

方
の
同
意
な
く
、接
種
が
行
わ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
職
場
や
周
り
の
方
な
ど
に
接
種
を

強
制
し
た
り
、接
種
を
受
け
て
い
な
い

人
に
差
別
的
な
扱
い
を
し
た
り
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
保
健
推
進
係（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

☎
82
―
５
４
９
０

12～17歳男女の方（※）・18歳～29歳男性の方（※）でファイザー社ワクチンを希望する方、これから1・2回目の
接種を予約する方（※※）もLINE予約ができるようになりました。
（※）心筋炎・心膜炎の報告頻度の差による対応
（※※）富岡市甘楽郡内の武田／モデルナ社ワクチンは追加接種のみ受付のため。
（接種量の違いによる間違い接種の防止）

富岡市甘楽郡内の医療機関以外での接種予約については、接種する病院や所在地の自治体に確認してください。

ワクチン接種についてワクチン接種について

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
ド
ラ
マ
を
見
て
い
た

方
も
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。２
０
２

１
年（
令
和
３
）の
ド
ラ
マ
、「
お
か
え
り

モ
ネ
」を
見
て
い
ま
し
た
ら
、舞
台
の
背

景
に
気
に
か
か
る
文
字
が
目
に
止
ま
り

ま
し
た
。時
々
こ
ん
な
場
面
に
出
会
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
折
に
書
き

取
ろ
う
と
し
ま
す
が
、準
備
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
。そ
こ
で
机
の
上
に
は
常
に
筆

記
用
具
を
準
備
し
て
置
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。し
か
し
、い
ざ
書
き
取
ろ
う
と
し

ま
す
が
数
秒
で
画
面
が
変
っ
て
仕
舞
い

ま
す
。一
度
で
は
中
々
書
き
取
れ
ま
せ

ん
の
で
、再
放
送
等
を
繰
り
返
し
な
が

ら
目
的
を
達
成
し
ま
す
。そ
ん
な
折
り

書
き
取
れ
た
喜
び
は
格
別
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。ま
た
、一
つ
に
は
惚
け
防
止
に

も
な
ろ
う
か
と
つ
と
め
て
努
力
を
し
て

い
ま
す
。さ
て
、今
回
何
と
か
書
き
取
り

が
出
来
ま
し
た
の
は「
人
の
道
」に
つ
い

て
の
名
訓
で
す
。た
ま
た
ま
訪
れ
た
知

人
に
書
き
取
っ
た
も
の
を
見
せ
ま
し
た

ら
、そ
れ
は
伊
達
政
宗
の「
五
常
訓
」で

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
ド
ラ
マ
を
見
て
い
た

方
も
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。２
０
２

１
年（
令
和
３
）の
ド
ラ
マ
、「
お
か
え
り

モ
ネ
」を
見
て
い
ま
し
た
ら
、舞
台
の
背

景
に
気
に
か
か
る
文
字
が
目
に
止
ま
り

ま
し
た
。時
々
こ
ん
な
場
面
に
出
会
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
折
に
書
き

取
ろ
う
と
し
ま
す
が
、準
備
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
。そ
こ
で
机
の
上
に
は
常
に
筆

記
用
具
を
準
備
し
て
置
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。し
か
し
、い
ざ
書
き
取
ろ
う
と
し

ま
す
が
数
秒
で
画
面
が
変
っ
て
仕
舞
い

ま
す
。一
度
で
は
中
々
書
き
取
れ
ま
せ

ん
の
で
、再
放
送
等
を
繰
り
返
し
な
が

ら
目
的
を
達
成
し
ま
す
。そ
ん
な
折
り

書
き
取
れ
た
喜
び
は
格
別
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。ま
た
、一
つ
に
は
惚
け
防
止
に

も
な
ろ
う
か
と
つ
と
め
て
努
力
を
し
て

い
ま
す
。さ
て
、今
回
何
と
か
書
き
取
り

が
出
来
ま
し
た
の
は「
人
の
道
」に
つ
い

て
の
名
訓
で
す
。た
ま
た
ま
訪
れ
た
知

人
に
書
き
取
っ
た
も
の
を
見
せ
ま
し
た

ら
、そ
れ
は
伊
達
政
宗
の「
五
常
訓
」で

す
よ
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。流
石
の
知

識
人
に
は
驚
き
ま
し
た
。こ
の
時「
五
常

訓
」を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

　
た
ま
た
ま
、昨
年
の
大
河
ド
ラ
マ
で

は「
青
天
を
衝
け
」の
放
送
を
し
て
い
ま

し
た
。実
は
、県
境
を
越
え
ま
し
た
内

山
峠
に
渋
沢
栄
一
の
詩
碑
が
あ
り
ま

す
。こ
の
詩
の
中
に
人
の
道
は
中
道
を

歩
む
べ
き
と
あ
り
ま
す
。流
石
、偉
人
達

は
立
派
な
言
葉
を
残
し
て
い
る
こ
と
に

感
心
し
ま
し
た
。す
べ
て
人
の
道
は
事

に
過
ぎ
る
と
問
題
が
あ
る
こ
と
を
知
ら

さ
れ
ま
し
た
。

　
伊
達
政
宗
の「
五
常
訓
」を
知
っ
た
喜

び
と
、知
人
に
教
え
ら
れ
た
こ
と
に
感

謝
を
し
て
い
ま
す
。改
め
て
、伊
達
政
宗

が
立
派
な
武
士
で
あ
り
、学
識
を
も
っ

た
知
識
人
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
学
び
と

り
ま
し
た
。

す
よ
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。流
石
の
知

識
人
に
は
驚
き
ま
し
た
。こ
の
時「
五
常

訓
」を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

　
た
ま
た
ま
、昨
年
の
大
河
ド
ラ
マ
で

は「
青
天
を
衝
け
」の
放
送
を
し
て
い
ま

し
た
。実
は
、県
境
を
越
え
ま
し
た
内

山
峠
に
渋
沢
栄
一
の
詩
碑
が
あ
り
ま

す
。こ
の
詩
の
中
に
人
の
道
は
中
道
を

歩
む
べ
き
と
あ
り
ま
す
。流
石
、偉
人
達

は
立
派
な
言
葉
を
残
し
て
い
る
こ
と
に

感
心
し
ま
し
た
。す
べ
て
人
の
道
は
事

に
過
ぎ
る
と
問
題
が
あ
る
こ
と
を
知
ら

さ
れ
ま
し
た
。

　
伊
達
政
宗
の「
五
常
訓
」を
知
っ
た
喜

び
と
、知
人
に
教
え
ら
れ
た
こ
と
に
感

謝
を
し
て
い
ま
す
。改
め
て
、伊
達
政
宗

が
立
派
な
武
士
で
あ
り
、学
識
を
も
っ

た
知
識
人
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
学
び
と

り
ま
し
た
。

以
下
が「
五
常
訓
」で
す
。

仁
に
過
ぐ
れ
ば
　
弱
く
な
る

義
に
過
ぐ
れ
ば
　
固
く
な
る

禮
に
過
ぐ
れ
ば
　
へ
つ
ら
い
と
な
る
　

智
に
過
ぐ
れ
ば
　
う
そ
を
つ
く

信
に
過
ぐ
れ
ば
　
損
を
す
る

（
注
）

「
仁
」…

お
も
い
や
り
。い
つ
く
し
み
。

「
義
」…

正
し
い
筋
道
。道
理
。

「
へ
つ
ら
う
」…

人
の
気
に
入
る
よ
う
に

ふ
る
ま
う
。お
世
辞
を
言
う
。

　
何
事
も
、達
成
出
来
た
時
の
喜
び
は

格
別
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。知
ら
な
い

こ
と
を
知
り
え
た
喜
び
は
格
別
で
す
。

　
さ
て
、新
聞
や
テ
レ
ビ
に
毎
日
種
々

の
犯
罪
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。誠
に
残

念
な
こ
と
で
す
。菩
提
寺
に
お
参
り
し

ま
し
た
ら「
一
隅
を
照
ら
す
」の
碑
が
あ

り
ま
し
た
。生
き
て
行
く
こ
と
は
大
変

で
す
が
、人
間
ら
し
く
生
き
る
こ
と
に

努
め
た
い
も
の
で
す
。

以
下
が「
五
常
訓
」で
す
。

仁
に
過
ぐ
れ
ば
　
弱
く
な
る

義
に
過
ぐ
れ
ば
　
固
く
な
る

禮
に
過
ぐ
れ
ば
　
へ
つ
ら
い
と
な
る
　

智
に
過
ぐ
れ
ば
　
う
そ
を
つ
く

信
に
過
ぐ
れ
ば
　
損
を
す
る

（
注
）

「
仁
」…

お
も
い
や
り
。い
つ
く
し
み
。

「
義
」…

正
し
い
筋
道
。道
理
。

「
へ
つ
ら
う
」…

人
の
気
に
入
る
よ
う
に

ふ
る
ま
う
。お
世
辞
を
言
う
。

　
何
事
も
、達
成
出
来
た
時
の
喜
び
は

格
別
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。知
ら
な
い

こ
と
を
知
り
え
た
喜
び
は
格
別
で
す
。

　
さ
て
、新
聞
や
テ
レ
ビ
に
毎
日
種
々

の
犯
罪
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。誠
に
残

念
な
こ
と
で
す
。菩
提
寺
に
お
参
り
し

ま
し
た
ら「
一
隅
を
照
ら
す
」の
碑
が
あ

り
ま
し
た
。生
き
て
行
く
こ
と
は
大
変

で
す
が
、人
間
ら
し
く
生
き
る
こ
と
に

努
め
た
い
も
の
で
す
。

里
見
哲
夫

五
常
訓

五
常
訓

語り継がれる歴史語り継がれる歴史

すす

　「
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会
」が

長
年
に
わ
た
り
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動

の
普
及
発
展
に
寄
与
し
、そ
の
貢

献
が
評
価
さ
れ
、西
上
州
観
光
連

盟
よ
り
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会
は
、

町
及
び
観
光
協
会
等
の
事
業
協

力
、ジ
オ
ツ
ア
ー
・
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ

イ
ド
活
動
、教
育
活
動
、毎
月
20
日

（
ジ
オ
の
日
）の
ジ
オ
サ
イ
ト
の
清

掃
活
動
な
ど
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
に

多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

「
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク

の
会
」が
西
上
州
観
光

連
盟
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た

下仁田ジオパークの会　会長下仁田ジオパークの会　会長



　
令
和
４
年
５
月
か
ら
各
月
２
回
、

富
岡
税
務
署
に
お
い
て
、
令
和
５
年

10
月
か
ら
開
始
す
る
消
費
税
の
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
の
説
明
会

（
事
前
予
約
制
）
を
実
施
し
ま
す
。

事
業
者
の
方
を
対
象
に
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　
開
催
情
報
及
び
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
概
要
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
日
時

５
月
28
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
会
場

も
み
じ
平
総
合
公
園

（
富
岡
市
黒
岩
）

●
内
容

モ
バ
イ
ル
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

２
０
２
２
連
合
群
馬
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
i
n
西
部
開
催

●
問
い
合
わ
せ

連
合
群
馬
西
部
地
域
協
議
会

☎
64―

０
５
５
７

インボイス制度
説明会

インボイス制度
特設サイト

　
令
和
４
年
度
町
県
民
税
を
給
与
か

ら
天
引
き
す
る
給
与
特
別
徴
収
の
方

の
税
額
決
定
通
知
書
を
、
５
月
13
日

に
勤
務
先
の
事
業
所
宛
に
発
送
予
定

で
す
。
給
与
特
別
徴
収
の
方
は
、
税

額
決
定
通
知
書
の
発
送
日
の
５
月
13

日
か
ら
各
種
証
明
書
を
発
行
で
き
ま

す
。

　
ま
た
、
町
県
民
税
を
ご
自
身
で
納

付
書
や
口
座
振
替
で
支
払
う
普
通
徴

収
の
方
、
年
金
か
ら
天
引
き
す
る
年

金
特
別
徴
収
の
方
の
税
額
決
定
通
知

書
を
、
６
月
10
日
に
個
人
宛
に
発
送

予
定
で
す
。
普
通
徴
収
の
方
、
年
金

特
別
徴
収
の
方
や
、
給
与
特
別
徴
収

と
普
通
徴
収
の
両
方
あ
る
方
は
税
額

決
定
通
知
書
の
発
送
日
の
６
月
10
日

か
ら
各
種
証
明
書
を
発
行
で
き
ま

す
。

　
な
お
、
３
月
16
日
以
降
に
確
定
申

告
や
住
民
税
申
告
を
さ
れ
た
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、
税
額
決
定
通
知
書
の

発
送
日
に
各
種
証
明
書
を
発
行
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

住
民
税
務
課
　
税
務
係

☎
82―

２
１
１
３

令
和
４
年
度
の
所
得
・
課
税
（
非
課
税
）

証
明
書
の
発
行
に
つ
い
て

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、町
政
の
円
滑
な
運
営
を
図

る
た
め
、町
を
代
表
し
て
行
う
個
人
又
は
団
体

と
の
交
際
に
要
す
る
経
費
で
、下
仁
田
町
町
長

交
際
費
支
出
規
程
の
支
出
基
準
に
基
づ
い
て
支

出
し
て
い
ま
す
。

●
令
和
３
年
度
　
町
長
交
際
費

　
町
長
交
際
費
の
支
出
状
況
に
つ
い
て
、同
規

程
の
公
開
基
準
に
基
づ
き
公
開
し
ま
す
。

町
長
交
際
費
を

公
表
し
ま
す

1

2

3

4

支出日

3月分

3月分

3月分

3月分

支出区分

弔慰

弔慰

弔慰

その他

葬儀生花 3件

葬儀供物 1件

葬儀香典 4件

手土産代 2件

支出金額

25,000

5,000

14,000

3,360

47,360

支出内容支

(3月分) (単位:円)

3月分 計

　
自
動
車
税（
種
別
割
）は
、道
路
の
整

備
だ
け
で
な
く
、医
療
、福
祉
、教
育
の

充
実
な
ど
、安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を

確
保
す
る
た
め
の
財
源
と
し
て
大
切
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
自
動
車
税（
種
別
割
）は
下
仁
田
町

役
場（
会
計
課
）、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、県
内
金
融
機
関
、郵
便
局
、行
政

県
税
事
務
所
、自
動
車
税
事
務
所
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
、

「P
ay-easy

（
ペ
イ
ジ
ー
）」対
応
の

Ａ
Ｔ
Ｍ
で
納
税
で
き
ま
す
。

ま
た
、Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト「F-R

EG
I

公
金

支
払
い
」か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

納
税
で
き
る
ほ
か
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ（LIN

E Pay､PayPay

）を

利
用
し
て
納
税
で
き
ま
す
。

　
詳
細
は
５
月
に
送
付
さ
れ
る
納
税

通
知
書
、ま
た
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【（https://w
w
w
.pref.gunm

a.jp/

）

に
ア
ク
セ
ス
し
、「
自
動
車
税
特
集
」で

検
索
】で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※

ご
注
意
：
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）

は
町
に
納
め
る
税
金
で
す
。

納
税
場
所
は
役
場
住
民
税
務
課
税
務

係
☎
82―

２
１
１
３（
直
通
）へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

　
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）に
つ
い
て
も

納
期
限【
５
月
31
日（
火
）】ま
で
に
納

税
し
て
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税（
種
別
割
）は
５
月
31
日（
火
）ま
で
に

忘
れ
ず
に
！

※

継
続
検
査
用
、構
造
等
変
更
検
査
用

の
納
税
証
明
書
に
つ
い
て

　
自
動
車
を
譲
渡
す
る
場
合
に
は
納

税
証
明
書
も
一
緒
に
渡
し
、自
動
車
を

譲
り
受
け
る
場
合
に
は
納
税
証
明
書

も
一
緒
に
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

※

個
人
の
事
業
税
、不
動
産
取
得
税
も

ク
レ
ジ
ッ
ト
納
税
が
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
行
政
県
税
事
務
所

☎
０
２
７
４―

63―

２
２
４
５

群
馬
県
自
動
車
税
事
務
所

☎
０
２
７―

２
６
３―

４
３
４
３

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
税
務
署
　
法
人
課
税
部
門

☎
０
２
７
４―

63―

２
５
２
４

（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

５
月
15
日（
日
）は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
一
斉
取
組
み
の
日
で
す

　
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

は
５
月
12
日
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
日
を
初
日
と
し
、
18
日
ま
で
の

１
週
間
を
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活

動
周
知
の
た
め
の
取
り
組
み
を
行
う

「
活
動
強
化
週
間
」
と
定
め
て
お
り

ま
す
。
活
動
強
化
週
間
中
の
日
曜
日

を
「
一
斉
取
組
み
の
日
」
と
し
て
い

ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
周
知
を
図
り
、
活
動
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
？

○
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
、
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
で
す
。

　
住
民
の
立
場
に
立
ち
、
地
域
福
祉

の
た
め
に
無
報
酬
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
任
期
は
３
年
間
で
す
。

　
下
仁
田
町
で
は
40
名
の
方
が
民
生

委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

○
地
域
の
見
守
り
、
住
民
の
身
近
な

相
談
相
手
、
関
係
機
関
へ
の
つ
な
ぎ

役
で
す
。

　
高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど

が
安
全
に
生
活
で
き
て
い
る
か
定
期

的
な
見
守
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
地
域
で
生
活
す
る
住
民
の
一

員
と
し
て
、
担
当
地
区
の
住
民
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
生
活
の
困
り
ご
と
や
心

配
ご
と
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま

す
。
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
専
門
機
関
を
紹
介
す
る
つ
な
ぎ

役
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。

●
主
任
児
童
委
員
と
は
？

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
な
か
に

は
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
に
関
す
る

支
援
を
専
門
に
活
動
し
て
い
る
「
主

任
児
童
委
員
」
が
い
ま
す
。
担
当
地

区
は
も
た
ず
、
地
区
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
連
携
し
な
が
ら
、
子
育

て
の
支
援
、
児
童
健
全
育
成
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
秘
密
を
守
り
ま
す

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児

童
委
員
に
は
法
に
基
づ
く
守
秘
義
務

が
あ
る
た
め
、
相
談
内
容
を
ほ
か
の

人
に
漏
ら
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
お
困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
安
心

し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
事
務
局

（
福
祉
課
福
祉
係
）

☎
64
―
8
8
0
3

15 14下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた

行政情報行政情報



　
令
和
４
年
５
月
か
ら
各
月
２
回
、

富
岡
税
務
署
に
お
い
て
、
令
和
５
年

10
月
か
ら
開
始
す
る
消
費
税
の
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
の
説
明
会

（
事
前
予
約
制
）
を
実
施
し
ま
す
。

事
業
者
の
方
を
対
象
に
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　
開
催
情
報
及
び
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
概
要
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
日
時

５
月
28
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
会
場

も
み
じ
平
総
合
公
園

（
富
岡
市
黒
岩
）

●
内
容

モ
バ
イ
ル
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

２
０
２
２
連
合
群
馬
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
i
n
西
部
開
催

●
問
い
合
わ
せ

連
合
群
馬
西
部
地
域
協
議
会

☎
64―

０
５
５
７

インボイス制度
説明会

インボイス制度
特設サイト

　
令
和
４
年
度
町
県
民
税
を
給
与
か

ら
天
引
き
す
る
給
与
特
別
徴
収
の
方

の
税
額
決
定
通
知
書
を
、
５
月
13
日

に
勤
務
先
の
事
業
所
宛
に
発
送
予
定

で
す
。
給
与
特
別
徴
収
の
方
は
、
税

額
決
定
通
知
書
の
発
送
日
の
５
月
13

日
か
ら
各
種
証
明
書
を
発
行
で
き
ま

す
。

　
ま
た
、
町
県
民
税
を
ご
自
身
で
納

付
書
や
口
座
振
替
で
支
払
う
普
通
徴

収
の
方
、
年
金
か
ら
天
引
き
す
る
年

金
特
別
徴
収
の
方
の
税
額
決
定
通
知

書
を
、
６
月
10
日
に
個
人
宛
に
発
送

予
定
で
す
。
普
通
徴
収
の
方
、
年
金

特
別
徴
収
の
方
や
、
給
与
特
別
徴
収

と
普
通
徴
収
の
両
方
あ
る
方
は
税
額

決
定
通
知
書
の
発
送
日
の
６
月
10
日

か
ら
各
種
証
明
書
を
発
行
で
き
ま

す
。

　
な
お
、
３
月
16
日
以
降
に
確
定
申

告
や
住
民
税
申
告
を
さ
れ
た
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、
税
額
決
定
通
知
書
の

発
送
日
に
各
種
証
明
書
を
発
行
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

住
民
税
務
課
　
税
務
係

☎
82―

２
１
１
３

令
和
４
年
度
の
所
得
・
課
税
（
非
課
税
）

証
明
書
の
発
行
に
つ
い
て

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、町
政
の
円
滑
な
運
営
を
図

る
た
め
、町
を
代
表
し
て
行
う
個
人
又
は
団
体

と
の
交
際
に
要
す
る
経
費
で
、下
仁
田
町
町
長

交
際
費
支
出
規
程
の
支
出
基
準
に
基
づ
い
て
支

出
し
て
い
ま
す
。

●
令
和
３
年
度
　
町
長
交
際
費

　
町
長
交
際
費
の
支
出
状
況
に
つ
い
て
、同
規

程
の
公
開
基
準
に
基
づ
き
公
開
し
ま
す
。

町
長
交
際
費
を

公
表
し
ま
す

1

2

3

4

支出日

3月分

3月分

3月分

3月分

支出区分

弔慰

弔慰

弔慰

その他

葬儀生花 3件

葬儀供物 1件

葬儀香典 4件

手土産代 2件

支出金額

25,000

5,000

14,000

3,360

47,360

支出内容支

(3月分) (単位:円)

3月分 計

　
自
動
車
税（
種
別
割
）は
、道
路
の
整

備
だ
け
で
な
く
、医
療
、福
祉
、教
育
の

充
実
な
ど
、安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を

確
保
す
る
た
め
の
財
源
と
し
て
大
切
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
自
動
車
税（
種
別
割
）は
下
仁
田
町

役
場（
会
計
課
）、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、県
内
金
融
機
関
、郵
便
局
、行
政

県
税
事
務
所
、自
動
車
税
事
務
所
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
、

「P
ay-easy

（
ペ
イ
ジ
ー
）」対
応
の

Ａ
Ｔ
Ｍ
で
納
税
で
き
ま
す
。

ま
た
、Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト「F-R

EG
I

公
金

支
払
い
」か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

納
税
で
き
る
ほ
か
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ（LIN

E Pay､PayPay

）を

利
用
し
て
納
税
で
き
ま
す
。

　
詳
細
は
５
月
に
送
付
さ
れ
る
納
税

通
知
書
、ま
た
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【（https://w
w
w
.pref.gunm

a.jp/

）

に
ア
ク
セ
ス
し
、「
自
動
車
税
特
集
」で

検
索
】で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※

ご
注
意
：
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）

は
町
に
納
め
る
税
金
で
す
。

納
税
場
所
は
役
場
住
民
税
務
課
税
務

係
☎
82―

２
１
１
３（
直
通
）へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

　
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）に
つ
い
て
も

納
期
限【
５
月
31
日（
火
）】ま
で
に
納

税
し
て
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税（
種
別
割
）は
５
月
31
日（
火
）ま
で
に

忘
れ
ず
に
！

※

継
続
検
査
用
、構
造
等
変
更
検
査
用

の
納
税
証
明
書
に
つ
い
て

　
自
動
車
を
譲
渡
す
る
場
合
に
は
納

税
証
明
書
も
一
緒
に
渡
し
、自
動
車
を

譲
り
受
け
る
場
合
に
は
納
税
証
明
書

も
一
緒
に
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

※

個
人
の
事
業
税
、不
動
産
取
得
税
も

ク
レ
ジ
ッ
ト
納
税
が
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
行
政
県
税
事
務
所

☎
０
２
７
４―

63―

２
２
４
５

群
馬
県
自
動
車
税
事
務
所

☎
０
２
７―

２
６
３―

４
３
４
３

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
税
務
署
　
法
人
課
税
部
門

☎
０
２
７
４―

63―

２
５
２
４

（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

５
月
15
日（
日
）は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
一
斉
取
組
み
の
日
で
す

　
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

は
５
月
12
日
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
日
を
初
日
と
し
、
18
日
ま
で
の

１
週
間
を
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活

動
周
知
の
た
め
の
取
り
組
み
を
行
う

「
活
動
強
化
週
間
」
と
定
め
て
お
り

ま
す
。
活
動
強
化
週
間
中
の
日
曜
日

を
「
一
斉
取
組
み
の
日
」
と
し
て
い

ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
周
知
を
図
り
、
活
動
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
？

○
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
、
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
で
す
。

　
住
民
の
立
場
に
立
ち
、
地
域
福
祉

の
た
め
に
無
報
酬
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
任
期
は
３
年
間
で
す
。

　
下
仁
田
町
で
は
40
名
の
方
が
民
生

委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

○
地
域
の
見
守
り
、
住
民
の
身
近
な

相
談
相
手
、
関
係
機
関
へ
の
つ
な
ぎ

役
で
す
。

　
高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど

が
安
全
に
生
活
で
き
て
い
る
か
定
期

的
な
見
守
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
地
域
で
生
活
す
る
住
民
の
一

員
と
し
て
、
担
当
地
区
の
住
民
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
生
活
の
困
り
ご
と
や
心

配
ご
と
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま

す
。
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
専
門
機
関
を
紹
介
す
る
つ
な
ぎ

役
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。

●
主
任
児
童
委
員
と
は
？

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
な
か
に

は
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
に
関
す
る

支
援
を
専
門
に
活
動
し
て
い
る
「
主

任
児
童
委
員
」
が
い
ま
す
。
担
当
地

区
は
も
た
ず
、
地
区
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
連
携
し
な
が
ら
、
子
育

て
の
支
援
、
児
童
健
全
育
成
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
秘
密
を
守
り
ま
す

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児

童
委
員
に
は
法
に
基
づ
く
守
秘
義
務

が
あ
る
た
め
、
相
談
内
容
を
ほ
か
の

人
に
漏
ら
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
お
困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
安
心

し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
事
務
局

（
福
祉
課
福
祉
係
）

☎
64
―
8
8
0
3
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
が
長
期
化
す
る
中
、
様
々
な
困

難
に
直
面
し
た
方
々
の
生
活
、
暮
ら

し
を
支
援
す
る
た
め
、
住
民
税
均
等

割
非
課
税
世
帯
等
に
対
し
て
１
世
帯

当
た
り
10
万
円
の
臨
時
特
別
給
付
金

を
支
給
し
ま
す
。

●
住
民
税
非
課
税
世
帯

　
対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
対
し
、

２
月
中
に
下
仁
田
町
か
ら
「
臨
時
特

別
給
付
金
支
給
要
件
確
認
書
」
を
郵

送
し
て
い
ま
す
。
返
送
期
限
は
５
月

13
日
（
金
）
ま
で
で
す
の
で
、
お
早

め
に
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

●
家
計
急
変
世
帯

【
支
給
対
象
】

　
住
民
税
課
税
世
帯
で
あ
る
が
、
家

計
が
急
変
し
て
い
る
場
合
（
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

ら
な
い
減
収
は
対
象
外
）
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
令
和
３
年
１
月
か
ら
令
和
４
年
９

月
ま
で
の
任
意
の
１
か
月
の
収
入
に

12
を
乗
じ
て
得
た
額
が
、
住
民
税
均

等
割
が
非
課
税
と
な
る
水
準
に
相
当

す
る
額
と
な
る
世
帯
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

【
申
請
方
法
】

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
添
付
書
類
と
と
も
に
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
は
、
役
場
総
務
課
・
保
健

「
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金
」
に
つ
い
て

セ
ン
タ
ー
・
社
会
福
祉
協
議
会
・
商

工
会
で
配
付
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
申
請
期
間
は
、
９
月
30
日
（
金
）

ま
で
で
す
。

　
な
お
、
審
査
の
結
果
、
対
象
に
な

ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
給
付
時
期
】

　
受
付
後
、
支
給
決
定
と
な
り
ま
し

た
ら
改
め
て
通
知
し
、
そ
の
後
支
給

と
な
り
ま
す
。

●
配
偶
者
や
そ
の
他
親
族
か
ら
の
暴

力
等
を
理
由
に
避
難
し
て
い
る
方

　
配
偶
者
や
そ
の
他
親
族
か
ら
の
暴

力
等
を
理
由
に
避
難
し
て
い
る
方
な

ど
（
Ｄ
Ｖ
避
難
者
等
）
特
殊
な
事
情

の
方
は
、
住
民
票
の
状
況
に
関
わ
ら

ず
、
居
住
す
る
市
町
村
で
受
給
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
係
　
☎
82―

２
１
１
０

5月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

5/19（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭開放

5/10（火）

１０：００～１１：３０
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町
で
は
老
朽
し
た
空
き
家
の
取
壊

し
費
用
に
対
し
、
条
件
が
整
え
ば
最

大
20
万
円
の
助
成
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
事
前
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
町
内
に
老
朽
し
た
空
き
家
を

お
持
ち
の
方
は
取
り
壊
し
前
に
保
健

課
環
境
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

空
き
家
は
、所
有
者
や
相
続
人
が
責
任
を

持
っ
て
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

　
空
き
家
の
放
置
が
原
因
で
事
故
が

お
き
た
場
合
、
所
有
者
や
相
続
人
に

賠
償
責
任
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
環
境
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82―

5
4
9
0

　下仁田町では、町内に空き家を所有しており、「貸したい・売りた
い」とお考えの方に対して、移住希望者などに紹介を行う「下仁田町
空き家バンク」への登録をお願いしています。「空き家を所有してい
るけれど、どうしたら良いかわからない。」などお悩み事がありました
ら、下記問い合わせ先までご連絡下さい。
●【空き家の改修支援】
空き家の所有者等が行う「下仁田町空き家バンク」に登録された空
き家等物件の改修に対して、費用の２分の１以内（上限１００万
円）が補助されます！
●【空き家の片付け支援】
空き家の所有者等が行う「下仁田町空き家バンク」に登録された空
き家等の家財などの片付けに対して、費用の２分の１以内（上限１
０万円）が補助されます！積極的な活用をお願いします。
●問い合わせ
下仁田町暮らしの相談窓口（（一社）下仁田町観光協会内）
☎67―7500
下仁田町役場　企画課　地域振興係
☎64―8809

空き家を貸したい、売りたい方へ
空き家バンク登録のご案内

国
民
年
金
保
険
料
は

納
付
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う

下
仁
田
町

公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
に
ゃ
く
っ
ち
」の

L
I
N
E
ス
タ
ン
プ
が

登
場
！

下
仁
田
町

公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
に
ゃ
く
っ
ち
」の

L
I
N
E
ス
タ
ン
プ
が

登
場
！

　
令
和
４
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

は
１
６
、
５
９
０
円
で
す
。

　
納
付
期
限
は
納
付
対
象
月
の
翌
月

末
日
（
休
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）

で
す
。

　
４
月
に
送
ら
れ
た
令
和
４
年
度
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
書
に
よ
り
お

近
く
の
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
期
間
が

あ
る
方
に
対
し
て
、
電
話
・
文
書
・

個
別
訪
問
に
よ
る
納
付
の
ご
案
内
を

民
間
事
業
者
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
付
は
、
お
忘
れ
が
な

く
便
利
な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を
お

勧
め
し
ま
す
。
現
金
で
納
付
す
る
よ

り
割
引
率
も
大
き
く
お
得
な
振
替
方

法
も
あ
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
条
件
に
よ
り
納
付
を

免
除
や
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ね
ん
き
ん

ダ
イ
ヤ
ル
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
　

☎
０
５
７
０
―
０
５
―
１
１
６
５

　
こ
ん
に
ゃ
く
の
消
費
拡
大
と
こ
ん

に
ゃ
く
産
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
組
織
さ
れ
た
下
仁
田
町
蒟

蒻
消
費
拡
大
推
進
協
議
会
が
、こ
ん

に
ゃ
く
の
妖
精「
に
ゃ
く
っ
ち
」の
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
を
制
作
し
ま
し
た
！

お
手
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
を
ご
利
用
の
方
は
、是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
購
入
方
法

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
み
、に
ゃ

く
っ
ち
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
の
ペ
ー
ジ

に
ア
ク
セ
ス
し
て
、購
入
ボ
タ
ン
を
ク

リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

●
価
格
　
１
セ
ッ
ト
　
１
２
０
円

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
蒟
蒻
消
費
拡
大
推
進
協
議

会
事
務
局
　
下
仁
田
町
商
工
観
光
課

☎
64
―
８
８
０
５

　
こ
ん
に
ゃ
く
の
消
費
拡
大
と
こ
ん

に
ゃ
く
産
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
組
織
さ
れ
た
下
仁
田
町
蒟

蒻
消
費
拡
大
推
進
協
議
会
が
、こ
ん

に
ゃ
く
の
妖
精「
に
ゃ
く
っ
ち
」の
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
を
制
作
し
ま
し
た
！

お
手
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
を
ご
利
用
の
方
は
、是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
購
入
方
法

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
み
、に
ゃ

く
っ
ち
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
の
ペ
ー
ジ

に
ア
ク
セ
ス
し
て
、購
入
ボ
タ
ン
を
ク

リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

●
価
格
　
１
セ
ッ
ト
　
１
２
０
円

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
蒟
蒻
消
費
拡
大
推
進
協
議

会
事
務
局
　
下
仁
田
町
商
工
観
光
課

☎
64
―
８
８
０
５



　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
が
長
期
化
す
る
中
、
様
々
な
困

難
に
直
面
し
た
方
々
の
生
活
、
暮
ら

し
を
支
援
す
る
た
め
、
住
民
税
均
等

割
非
課
税
世
帯
等
に
対
し
て
１
世
帯

当
た
り
10
万
円
の
臨
時
特
別
給
付
金

を
支
給
し
ま
す
。

●
住
民
税
非
課
税
世
帯

　
対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
対
し
、

２
月
中
に
下
仁
田
町
か
ら
「
臨
時
特

別
給
付
金
支
給
要
件
確
認
書
」
を
郵

送
し
て
い
ま
す
。
返
送
期
限
は
５
月

13
日
（
金
）
ま
で
で
す
の
で
、
お
早

め
に
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

●
家
計
急
変
世
帯

【
支
給
対
象
】

　
住
民
税
課
税
世
帯
で
あ
る
が
、
家

計
が
急
変
し
て
い
る
場
合
（
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

ら
な
い
減
収
は
対
象
外
）
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
令
和
３
年
１
月
か
ら
令
和
４
年
９

月
ま
で
の
任
意
の
１
か
月
の
収
入
に

12
を
乗
じ
て
得
た
額
が
、
住
民
税
均

等
割
が
非
課
税
と
な
る
水
準
に
相
当

す
る
額
と
な
る
世
帯
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

【
申
請
方
法
】

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
添
付
書
類
と
と
も
に
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
は
、
役
場
総
務
課
・
保
健

「
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金
」
に
つ
い
て

セ
ン
タ
ー
・
社
会
福
祉
協
議
会
・
商

工
会
で
配
付
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
申
請
期
間
は
、
９
月
30
日
（
金
）

ま
で
で
す
。

　
な
お
、
審
査
の
結
果
、
対
象
に
な

ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
給
付
時
期
】

　
受
付
後
、
支
給
決
定
と
な
り
ま
し

た
ら
改
め
て
通
知
し
、
そ
の
後
支
給

と
な
り
ま
す
。

●
配
偶
者
や
そ
の
他
親
族
か
ら
の
暴

力
等
を
理
由
に
避
難
し
て
い
る
方

　
配
偶
者
や
そ
の
他
親
族
か
ら
の
暴

力
等
を
理
由
に
避
難
し
て
い
る
方
な

ど
（
Ｄ
Ｖ
避
難
者
等
）
特
殊
な
事
情

の
方
は
、
住
民
票
の
状
況
に
関
わ
ら

ず
、
居
住
す
る
市
町
村
で
受
給
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
係
　
☎
82―

２
１
１
０

5月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

5/19（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭開放

5/10（火）

１０：００～１１：３０
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町
で
は
老
朽
し
た
空
き
家
の
取
壊

し
費
用
に
対
し
、
条
件
が
整
え
ば
最

大
20
万
円
の
助
成
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
事
前
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
町
内
に
老
朽
し
た
空
き
家
を

お
持
ち
の
方
は
取
り
壊
し
前
に
保
健

課
環
境
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

空
き
家
は
、所
有
者
や
相
続
人
が
責
任
を

持
っ
て
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

　
空
き
家
の
放
置
が
原
因
で
事
故
が

お
き
た
場
合
、
所
有
者
や
相
続
人
に

賠
償
責
任
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
環
境
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82―

5
4
9
0

　下仁田町では、町内に空き家を所有しており、「貸したい・売りた
い」とお考えの方に対して、移住希望者などに紹介を行う「下仁田町
空き家バンク」への登録をお願いしています。「空き家を所有してい
るけれど、どうしたら良いかわからない。」などお悩み事がありました
ら、下記問い合わせ先までご連絡下さい。
●【空き家の改修支援】
空き家の所有者等が行う「下仁田町空き家バンク」に登録された空
き家等物件の改修に対して、費用の２分の１以内（上限１００万
円）が補助されます！
●【空き家の片付け支援】
空き家の所有者等が行う「下仁田町空き家バンク」に登録された空
き家等の家財などの片付けに対して、費用の２分の１以内（上限１
０万円）が補助されます！積極的な活用をお願いします。
●問い合わせ
下仁田町暮らしの相談窓口（（一社）下仁田町観光協会内）
☎67―7500
下仁田町役場　企画課　地域振興係
☎64―8809

空き家を貸したい、売りたい方へ
空き家バンク登録のご案内

国
民
年
金
保
険
料
は

納
付
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う

下
仁
田
町

公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
に
ゃ
く
っ
ち
」の

L
I
N
E
ス
タ
ン
プ
が

登
場
！

下
仁
田
町

公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
に
ゃ
く
っ
ち
」の

L
I
N
E
ス
タ
ン
プ
が

登
場
！

　
令
和
４
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

は
１
６
、
５
９
０
円
で
す
。

　
納
付
期
限
は
納
付
対
象
月
の
翌
月

末
日
（
休
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）

で
す
。

　
４
月
に
送
ら
れ
た
令
和
４
年
度
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
書
に
よ
り
お

近
く
の
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
期
間
が

あ
る
方
に
対
し
て
、
電
話
・
文
書
・

個
別
訪
問
に
よ
る
納
付
の
ご
案
内
を

民
間
事
業
者
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
付
は
、
お
忘
れ
が
な

く
便
利
な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を
お

勧
め
し
ま
す
。
現
金
で
納
付
す
る
よ

り
割
引
率
も
大
き
く
お
得
な
振
替
方

法
も
あ
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
条
件
に
よ
り
納
付
を

免
除
や
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ね
ん
き
ん

ダ
イ
ヤ
ル
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
　

☎
０
５
７
０
―
０
５
―
１
１
６
５

　
こ
ん
に
ゃ
く
の
消
費
拡
大
と
こ
ん

に
ゃ
く
産
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
組
織
さ
れ
た
下
仁
田
町
蒟

蒻
消
費
拡
大
推
進
協
議
会
が
、こ
ん

に
ゃ
く
の
妖
精「
に
ゃ
く
っ
ち
」の
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
を
制
作
し
ま
し
た
！

お
手
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
を
ご
利
用
の
方
は
、是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
購
入
方
法

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
み
、に
ゃ

く
っ
ち
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
の
ペ
ー
ジ

に
ア
ク
セ
ス
し
て
、購
入
ボ
タ
ン
を
ク

リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

●
価
格
　
１
セ
ッ
ト
　
１
２
０
円

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
蒟
蒻
消
費
拡
大
推
進
協
議

会
事
務
局
　
下
仁
田
町
商
工
観
光
課

☎
64
―
８
８
０
５

　
こ
ん
に
ゃ
く
の
消
費
拡
大
と
こ
ん

に
ゃ
く
産
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
組
織
さ
れ
た
下
仁
田
町
蒟

蒻
消
費
拡
大
推
進
協
議
会
が
、こ
ん

に
ゃ
く
の
妖
精「
に
ゃ
く
っ
ち
」の
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
を
制
作
し
ま
し
た
！

お
手
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
を
ご
利
用
の
方
は
、是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
購
入
方
法

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
み
、に
ゃ

く
っ
ち
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
の
ペ
ー
ジ

に
ア
ク
セ
ス
し
て
、購
入
ボ
タ
ン
を
ク

リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

●
価
格
　
１
セ
ッ
ト
　
１
２
０
円

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
蒟
蒻
消
費
拡
大
推
進
協
議

会
事
務
局
　
下
仁
田
町
商
工
観
光
課

☎
64
―
８
８
０
５



を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　「
い
じ
め
」「
児
童
虐
待
」「
家
庭

内
暴
力
」
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
の

中
で
起
こ
り
う
る
悩
み
事
の
相
談
に

応
じ
適
切
な
助
言
を
行
い
ま
す
。
ど

な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
５
月
19
日（
木
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館

３
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
問
い
合
わ
せ
　
住
民
税
務
課

住
民
係
　
☎
82
―
２
１
１
２

　
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
が

巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
相
談

は
す
べ
て
予
約
制
で
す
。
希
望
さ

れ
る
方
は
事
前
に
役
場
福
祉
係
へ

予
約
申
込
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時

令
和
4
年
6
月
1
日（
水
）
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お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535

■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

富
岡
市
役
所
市
民
課
市
民
生
活
係

☎
62
―
８
３
６
２

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中
止

と
な
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、

軽
自
動
車
の
所
有
者
が
、
障
害
の
程

度
な
ど
一
定
の
条
件
を
満
た
し
て
い

る
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
軽
自
動

車
税
（
種
別
割
）
が
減
免
に
な
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
役
場
に
納
税
通
知

書
・
障
害
者
手
帳
・
運
転
免
許
証
を

お
持
ち
い
た
だ
き
、
減
免
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
普
通
自
動
車

に
も
同
様
の
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、

ど
ち
ら
も
所
有
し
て
い
る
場
合
、
減

免
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
ど
ち

ら
か
1
台
の
み
で
す
。
特
種
用
途
自

動
車
（
身
体
障
害
者
用
の
車
両
）
の

所
有
者
は
、
そ
の
形
状
に
よ
り
該
当

す
る
も
の
は
減
免
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
役
場
に
納
税
通
知
書
・
運
転
免

許
証
・
車
検
証
・
特
別
な
仕
様
が
確

認
で
き
る
書
類
を
お
持
ち
い
た
だ

き
、
減
免
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

住
民
税
務
課
　
税
務
係
　

☎
82
―
2
1
1
3
（
直
通
）

○
受
付
　
午
後
２
時
〜
４
時

●
会
場
　
富
岡
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム（
富
岡
市
田
篠
1
3
3
0
）

●
相
談
科
目
　
整
形
外
科
（
身
体
障

害
者
に
関
係
す
る
各
種
の
相
談
、
補

装
具
判
定
等
）

●
申
込
期
限
　5
月
20
日（
金
）

●
予
約
先
　福
祉
課
福
祉
係
　

☎
64
―
8
8
0
3（
直
通
）

　
相
談
会
場
に
は
、
身
体
障
害
者

手
帳
と
印
鑑
を
持
っ
て
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

　
重
度
の
障
害
の
た
め
相
談
会
場

に
出
か
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、
自

宅
訪
問
も
行
い
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
群
馬
弁
護
士
会
の
主
催
で
、「
憲

法
記
念
無
料
法
律
相
談
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
　
　

　
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
予
約
制
で
先
着
10
名
（
相
談
時

間
は
１
人
20
分
）
で
す
の
で
、
お

早
め
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
５
月
24
日（
火
）

午
後
１
時
〜
３
時
ま
で

●
場
所
　
富
岡
市
役
所
　
議
会
棟

１
階
会
議
室

●
予
約
受
付
　
４
月
28
日
（
木
）
開

始
午
前
8
時
30
分
〜
定
員
に
達
し

次
第
締
め
切
り
。

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ
　

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
５
月
27

日（
金
）の
午
後
、
小
児
科
医
師
が
不

在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
が
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
、
国
な
ど
の
行
政
機
関

や
公
団
な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ

て
い
る
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
意

見
を
言
い
た
い
な
ど
の
相
談
に
行

政
相
談
委
員
が
応
じ
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。※

心
配
ご
と
相
談
も
同
時
開
催

●
日
時
　
５
月
10
日
、
６
月
７
日

（
毎
月
第
1
火
曜
日
、
祝
日
の
場
合

は
第
２
火
曜
日
）午
前
９
時
〜
正
午

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館

３
階
相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０（
総
務
課
直
通
）

※

相
談
の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用

　
近
年
、
耕
作
放
棄
さ
れ
雑
草
が

茂
っ
た
農
地
が
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
雑
草
の
繁
茂
は
害
虫
の
発

生
や
有
害
鳥
獣
の
進
入
の
原
因
に

も
な
り
、
周
囲
の
人
々
や
農
地
に

迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。

　
農
地
を
所
有
（
管
理
）
さ
れ
る

方
は
、
除
草
や
耕
運
を
心
掛
け
、

適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
自
分
で
管
理
で
き
な
い
場
合
に
つ

い
て

　
高
齢
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
所

有
（
管
理
）
者
自
身
で
土
地
を
管

理
で
き
な
い
場
合
は
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
や
民
間
事
業
者
を

利
用
（
有
料
）
す
る
方
法
も
あ
り

ま
す
。

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
下
仁

田
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

☎
82
―
５
４
９
１

・
地
域
支
援
ｙ
ａ
ｏ
ｙ
ｏ
ｒ
ｏ
ｚ
ｕ

（
や
お
よ
ろ
ず
　
地
域
お
こ
し
協
力

隊
Ｏ
Ｂ
）

☎
64
―
９
６
５
７

●
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
（
農
林
課
農
業
係
）

☎
64
―
８
８
０
６

　
公
益
財
団
法
人
群
馬
県
市
町
村

振
興
協
会
が
行
う
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン

ボ
宝
く
じ
助
成
事
業
を
活
用
し
、

東
町
区
で
は
山
車
の
整
備
や
テ
ン

ト
な
ど
の
備
品
を
購
入
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
自
治
の
原
点
で

あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
助
成

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
と
と

も
に
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

（
月
に
１
人
１
回
ま
で
）

●
配
布
場
所

○
福
祉
課
（
１
階
窓
口
）

○
保
健
セ
ン
タ
ー
（
１
階
窓
口
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
（
旧
小
坂
小
学
校
）

○
下
仁
田
小
学
校
・
中
学
校
保
健
室

●
配
布
物
内
容

○
生
理
用
品
（
ナ
プ
キ
ン
）※
中
身
が

見
え
な
い
袋
に
入
れ
て
渡
し
ま
す
。

●
配
布
方
法

　
配
布
を
希
望
す
る
人
は
、
各
施

設
の
ト
イ
レ
に
設
置
さ
れ
て
い
る

「
サ
ニ
タ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
」

を
各
施
設
の
窓
口
職
員
に
見
せ
て

く
だ
さ
い
。
生
理
用
品
を
お
渡
し

し
ま
す
。
小
・
中
学
校
の
場
合
は
、

保
健
室
で
お
渡
し
し
ま
す
。
養
護

の
先
生
に
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
カ
ー
ド
設
置
場
所

左
記
施
設
の
女
子
ト
イ
レ

○
役
場
1
階
　

○
保
健
セ
ン
タ
ー
1
〜
2
階
　

○
小
・
中
学
校
1
〜
3
階

○
病
院
（
下
仁
田
厚
生
病
院
・

大
沢
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
福
祉
係
　
　

☎
64
―
8
8
0
3
（
直
通
）

●
保
健
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）　
　

☎
82
―
5
4
9
0

　
自
動
車
税
（
県
税
）
を
役
場
会

計
課
窓
口
で
納
付
し
て
い
た
だ
く

と
、
そ
の
取
扱
い
事
務
費
と
し
て
、

後
日
県
か
ら
納
付
額
の
２
％
が
町

に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
昨
年
度
町
で
は
約
1
，
0
８
５

万
円
の
県
税
を
取
扱
い
、
そ
の
事

務
費
と
し
て
約
21
万
円
が
県
か
ら

交
付
さ
れ
、
町
の
貴
重
な
財
源
と

な
り
ま
し
た
。

　
自
動
車
税
（
県
税
）
を
納
付
の

際
は
、
役
場
会
計
課
窓
口
を
ご
利

用
い
た
だ
き
、
町
の
収
入
増
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

※
不
動
産
取
得
税
や
個
人
の
事
業

税
（
県
税
）
も
役
場
会
計
課
窓
口

で
納
付
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　会
計
課

☎
82
―
2
1
1
4
（
直
通
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
伴
う
長
期
的
不
況
に
よ

る
経
済
的
困
窮
な
ど
で
、
生
理
用

品
の
購
入
が
困
難
な
人
に
無
償
提

供
し
ま
す
。

●
対
象
者
　
小
・
中
学
生
を
含
む
町

民
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
生
理
用
品

を
十
分
に
購
入
で
き
な
い
人

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

行
政
相
談

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）の
減
免

申
請
は
5
月
24
日（
火
）ま
で
に
！

自
動
車
税
等
の
役
場
会
計
課

で
の
納
付
の
お
願
い

生
理
用
品
の
購
入
に
お
困
り
の
人
へ

生
理
用
品
を
無
償
配
布
し
ま
す

人
権
相
談

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

無
料
法
律
相
談

〜
宝
く
じ
は
身
近
な
と
こ
ろ

で
役
立
っ
て
い
ま
す
〜

農
地
の
適
正
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す

魅
力
あ
る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
助
成
事
業



を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　「
い
じ
め
」「
児
童
虐
待
」「
家
庭

内
暴
力
」
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し
の

中
で
起
こ
り
う
る
悩
み
事
の
相
談
に

応
じ
適
切
な
助
言
を
行
い
ま
す
。
ど

な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
５
月
19
日（
木
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館

３
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
問
い
合
わ
せ
　
住
民
税
務
課

住
民
係
　
☎
82
―
２
１
１
２

　
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
が

巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
相
談

は
す
べ
て
予
約
制
で
す
。
希
望
さ

れ
る
方
は
事
前
に
役
場
福
祉
係
へ

予
約
申
込
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時

令
和
4
年
6
月
1
日（
水
）

19 18下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

富
岡
市
役
所
市
民
課
市
民
生
活
係

☎
62
―
８
３
６
２

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中
止

と
な
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、

軽
自
動
車
の
所
有
者
が
、
障
害
の
程

度
な
ど
一
定
の
条
件
を
満
た
し
て
い

る
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
軽
自
動

車
税
（
種
別
割
）
が
減
免
に
な
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
役
場
に
納
税
通
知

書
・
障
害
者
手
帳
・
運
転
免
許
証
を

お
持
ち
い
た
だ
き
、
減
免
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
普
通
自
動
車

に
も
同
様
の
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、

ど
ち
ら
も
所
有
し
て
い
る
場
合
、
減

免
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
ど
ち

ら
か
1
台
の
み
で
す
。
特
種
用
途
自

動
車
（
身
体
障
害
者
用
の
車
両
）
の

所
有
者
は
、
そ
の
形
状
に
よ
り
該
当

す
る
も
の
は
減
免
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
役
場
に
納
税
通
知
書
・
運
転
免

許
証
・
車
検
証
・
特
別
な
仕
様
が
確

認
で
き
る
書
類
を
お
持
ち
い
た
だ

き
、
減
免
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

住
民
税
務
課
　
税
務
係
　

☎
82
―
2
1
1
3
（
直
通
）

○
受
付
　
午
後
２
時
〜
４
時

●
会
場
　
富
岡
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム（
富
岡
市
田
篠
1
3
3
0
）

●
相
談
科
目
　
整
形
外
科
（
身
体
障

害
者
に
関
係
す
る
各
種
の
相
談
、
補

装
具
判
定
等
）

●
申
込
期
限
　5
月
20
日（
金
）

●
予
約
先
　福
祉
課
福
祉
係
　

☎
64
―
8
8
0
3（
直
通
）

　
相
談
会
場
に
は
、
身
体
障
害
者

手
帳
と
印
鑑
を
持
っ
て
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

　
重
度
の
障
害
の
た
め
相
談
会
場

に
出
か
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、
自

宅
訪
問
も
行
い
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
群
馬
弁
護
士
会
の
主
催
で
、「
憲

法
記
念
無
料
法
律
相
談
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
　
　

　
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
予
約
制
で
先
着
10
名
（
相
談
時

間
は
１
人
20
分
）
で
す
の
で
、
お

早
め
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
５
月
24
日（
火
）

午
後
１
時
〜
３
時
ま
で

●
場
所
　
富
岡
市
役
所
　
議
会
棟

１
階
会
議
室

●
予
約
受
付
　
４
月
28
日
（
木
）
開

始
午
前
8
時
30
分
〜
定
員
に
達
し

次
第
締
め
切
り
。

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ
　

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
５
月
27

日（
金
）の
午
後
、
小
児
科
医
師
が
不

在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
が
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
、
国
な
ど
の
行
政
機
関

や
公
団
な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ

て
い
る
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
意

見
を
言
い
た
い
な
ど
の
相
談
に
行

政
相
談
委
員
が
応
じ
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。※

心
配
ご
と
相
談
も
同
時
開
催

●
日
時
　
５
月
10
日
、
６
月
７
日

（
毎
月
第
1
火
曜
日
、
祝
日
の
場
合

は
第
２
火
曜
日
）午
前
９
時
〜
正
午

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館

３
階
相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０（
総
務
課
直
通
）

※

相
談
の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用

　
近
年
、
耕
作
放
棄
さ
れ
雑
草
が

茂
っ
た
農
地
が
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
雑
草
の
繁
茂
は
害
虫
の
発

生
や
有
害
鳥
獣
の
進
入
の
原
因
に

も
な
り
、
周
囲
の
人
々
や
農
地
に

迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。

　
農
地
を
所
有
（
管
理
）
さ
れ
る

方
は
、
除
草
や
耕
運
を
心
掛
け
、

適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
自
分
で
管
理
で
き
な
い
場
合
に
つ

い
て

　
高
齢
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
所

有
（
管
理
）
者
自
身
で
土
地
を
管

理
で
き
な
い
場
合
は
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
や
民
間
事
業
者
を

利
用
（
有
料
）
す
る
方
法
も
あ
り

ま
す
。

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
下
仁

田
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

☎
82
―
５
４
９
１

・
地
域
支
援
ｙ
ａ
ｏ
ｙ
ｏ
ｒ
ｏ
ｚ
ｕ

（
や
お
よ
ろ
ず
　
地
域
お
こ
し
協
力

隊
Ｏ
Ｂ
）

☎
64
―
９
６
５
７

●
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
（
農
林
課
農
業
係
）

☎
64
―
８
８
０
６

　
公
益
財
団
法
人
群
馬
県
市
町
村

振
興
協
会
が
行
う
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン

ボ
宝
く
じ
助
成
事
業
を
活
用
し
、

東
町
区
で
は
山
車
の
整
備
や
テ
ン

ト
な
ど
の
備
品
を
購
入
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
自
治
の
原
点
で

あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
助
成

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
と
と

も
に
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

（
月
に
１
人
１
回
ま
で
）

●
配
布
場
所

○
福
祉
課
（
１
階
窓
口
）

○
保
健
セ
ン
タ
ー
（
１
階
窓
口
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
（
旧
小
坂
小
学
校
）

○
下
仁
田
小
学
校
・
中
学
校
保
健
室

●
配
布
物
内
容

○
生
理
用
品
（
ナ
プ
キ
ン
）※
中
身
が

見
え
な
い
袋
に
入
れ
て
渡
し
ま
す
。

●
配
布
方
法

　
配
布
を
希
望
す
る
人
は
、
各
施

設
の
ト
イ
レ
に
設
置
さ
れ
て
い
る

「
サ
ニ
タ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
カ
ー
ド
」

を
各
施
設
の
窓
口
職
員
に
見
せ
て

く
だ
さ
い
。
生
理
用
品
を
お
渡
し

し
ま
す
。
小
・
中
学
校
の
場
合
は
、

保
健
室
で
お
渡
し
し
ま
す
。
養
護

の
先
生
に
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
カ
ー
ド
設
置
場
所

左
記
施
設
の
女
子
ト
イ
レ

○
役
場
1
階
　

○
保
健
セ
ン
タ
ー
1
〜
2
階
　

○
小
・
中
学
校
1
〜
3
階

○
病
院
（
下
仁
田
厚
生
病
院
・

大
沢
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
福
祉
係
　
　

☎
64
―
8
8
0
3
（
直
通
）

●
保
健
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）　
　

☎
82
―
5
4
9
0

　
自
動
車
税
（
県
税
）
を
役
場
会

計
課
窓
口
で
納
付
し
て
い
た
だ
く

と
、
そ
の
取
扱
い
事
務
費
と
し
て
、

後
日
県
か
ら
納
付
額
の
２
％
が
町

に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
昨
年
度
町
で
は
約
1
，
0
８
５

万
円
の
県
税
を
取
扱
い
、
そ
の
事

務
費
と
し
て
約
21
万
円
が
県
か
ら

交
付
さ
れ
、
町
の
貴
重
な
財
源
と

な
り
ま
し
た
。

　
自
動
車
税
（
県
税
）
を
納
付
の

際
は
、
役
場
会
計
課
窓
口
を
ご
利

用
い
た
だ
き
、
町
の
収
入
増
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

※
不
動
産
取
得
税
や
個
人
の
事
業

税
（
県
税
）
も
役
場
会
計
課
窓
口

で
納
付
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　会
計
課

☎
82
―
2
1
1
4
（
直
通
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
伴
う
長
期
的
不
況
に
よ

る
経
済
的
困
窮
な
ど
で
、
生
理
用

品
の
購
入
が
困
難
な
人
に
無
償
提

供
し
ま
す
。

●
対
象
者
　
小
・
中
学
生
を
含
む
町

民
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
生
理
用
品

を
十
分
に
購
入
で
き
な
い
人

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

行
政
相
談

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）の
減
免

申
請
は
5
月
24
日（
火
）ま
で
に
！

自
動
車
税
等
の
役
場
会
計
課

で
の
納
付
の
お
願
い

生
理
用
品
の
購
入
に
お
困
り
の
人
へ

生
理
用
品
を
無
償
配
布
し
ま
す

人
権
相
談

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

無
料
法
律
相
談

〜
宝
く
じ
は
身
近
な
と
こ
ろ

で
役
立
っ
て
い
ま
す
〜

農
地
の
適
正
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す

魅
力
あ
る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
助
成
事
業



　
野
焼
き
（
庭
や
畑
で
の
ご
み
等

の
焼
却
）
は
、
法
律
や
県
条
例
及

び
町
条
例
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
焼
却
行
為
は
、
有
害
物
質
発
生

の
原
因
や
、
近
隣
住
民
の
健
康
被

害
や
生
活
環
境
に
悪
い
影
響
を
与

え
ま
す
の
で
、
絶
対
や
め
ま
し
ょ

う
。

　
特
に
、
畑
等
で
行
う
野
焼
き
は

近
く
の
枯
草
や
山
林
へ
延
焼
す
る

恐
れ
が
高
く
、
山
林
へ
の
延
焼
は

大
規
模
火
災
の
原
因
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。（
ご
み
焼
却
が
原
因
の
火

災
が
、
富
岡
甘
楽
広
域
圏
内
の
出

火
原
因
の
上
位
に
な
っ
て
い
ま
す
）

　
ご
み
や
、
庭
木
、
枯
草
な
ど
は

燃
や
さ
ず
に
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、

ご
み
収
集
に
出
す
か
、
直
接
、
町

の
ご
み
焼
却
場
へ
搬
入
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
禁
止
さ
れ
て
い
る
焼
却
行
為

　な
ど

①
ド
ラ
ム
缶
や
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い

　
を
利
用
し
て
の
焼
却

②
地
面
に
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却

③
焼
却
設
備
の
構
造
基
準
に
適

　
合
し
て
い
な
い
小
型
焼
却
炉

　
を
利
用
し
て
の
焼
却

21 20下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた

お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
課
環
境
係

（
下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
5
4
9
0

◎
違
反
す
る
と…

・
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
焼

却
行
為
で
も
住
民
か
ら
煙
や
に
お

い
な
ど
の
苦
情
が
あ
っ
た
場
合
は
、

改
善
命
令
や
行
政
指
導
、
罰
則
な

ど
の
対
象
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
町
で
は
「
ぐ
ん
ま
優
良
木
材
」
を

構
造
材
に
使
用
し
て
、
町
内
に
自
己

の
居
住
用
の
住
宅
を
建
築
す
る
場

合
に
、補
助
金
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
者

・
下
仁
田
町
内
に
お
い
て
、
自
ら
居

住
す
る
目
的
で
住
宅
を
新
築
す
る

個
人
。

●
補
助
条
件

・
構
造
材
の
60
％
以
上
に
「
ぐ
ん
ま

優
良
木
材
」
を
使
用
し
た
木
造
一

戸
建
て
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

・
住
宅
の
延
べ
床
面
積
が
80
㎡
以
上

２
８
０
㎡
未
満
で
あ
る
こ
と
。

・
県
内
に
事
業
所
の
あ
る
業
者
に
よ

る
施
工
で
あ
る
こ
と
。

●
補
助
金
額

・
延
べ
床
面
積

80
㎡
以
上
１
３
２
㎡
未
満

【
30
万
円
】

１
３
２
㎡
以
上
２
８
０
㎡
未
満

【
40
万
円
】

※「
ぐ
ん
ま
優
良
木
材
」
と
は
、
群

馬
県
内
産
の
合
法
な
素
材
丸
太
等

を
原
材
料
と
し
「
ぐ
ん
ま
優
良
木

材
品
質
認
証
セ
ン
タ
ー
」
が
定
め

る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
製
材
品

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　農
林
課
　
林
業
係

☎
64
―
８
８
０
６

野
焼
き
の
禁
止
に
つ
い
て

〜
下
仁
田
町
ぐ
ん
ま
の
木
で

家
づ
く
り
支
援
事
業
の
ご
案
内
〜

　前回に引き続き、廃校を利用したあたたかいイベントで、出店者も有
名なお店ばかりです。また、この日の売り上げは孤児院の子供達に寄付
をします。こどもは０円で提供する物もあります。
●開催日時
令和４年５月 15日（日）　
午前 10時から午後４時まで
※雨天中止
●開催場所
旧西牧小学校
●出店店舗（40店舗予定）
焼き菓子／似顔絵／ヘナタトゥ／
古道具／お花／イラストレーター／
ボディペイント／お弁当／珈琲／
器／木工職人／絵本読み聞かせ／
パン屋／ベビーマッサージ／
染め物Ｔシャツ／雑貨／パン／お酒
●問い合わせ
主催　Ｏｔｅｎｋｉ食堂
☎０９０―９６４２―１０２１

Otenkiマルシェ第二歩 開催！

下仁田町自然史館　下仁田町大字青倉１５８-1

☎７０-３０７０ FAX６７-５３１５　http：//www.shimonita-geopark.jp/ ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより

　季節ごとにめぐるジオツアーの第２弾は青岩公園を中心に下仁田のまちなかを巡ります。青岩公
園にあるいろいろな石の中には、光に当てるとキラキラするものや濡れると色が変わるものなど
色々な秘密が隠されています。
　石の秘密の謎解きと昭和レトロなまちなかをガイドが案内します。ぜひ、ご参加ください。

●日時　５月２１日（土）１０：００～１２：００
●集合　下仁田駅　
●料金　５００円／人　
●服装・持ち物
動きやすい服装・タオル・飲み物・
運動靴など
●定員　２０名（先着順）　
●申し込み〆切
５月１３日（金）下仁田町自然史館まで　
●主催　ジオパーク下仁田協議会　
●案内　下仁田ジオパークの会
※小雨決行

　季節ごとにめぐるジオツアーの第２弾は青岩公園を中心に下仁田のまちなかを巡ります。青岩公
園にあるいろいろな石の中には、光に当てるとキラキラするものや濡れると色が変わるものなど
色々な秘密が隠されています。
　石の秘密の謎解きと昭和レトロなまちなかをガイドが案内します。ぜひ、ご参加ください。

●日時　５月２１日（土）１０：００～１２：００
●集合　下仁田駅　
●料金　５００円／人　
●服装・持ち物
動きやすい服装・タオル・飲み物・
運動靴など
●定員　２０名（先着順）　
●申し込み〆切
５月１３日（金）下仁田町自然史館まで　
●主催　ジオパーク下仁田協議会　
●案内　下仁田ジオパークの会
※小雨決行

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
半

●
休
館
日
　毎
週
水
曜
日

●
問
い
合
わ
せ
　
☎
70
―
３
０
７
０

Facebookページ
「ジオパークで
　下仁田を元気に」

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

　5月のジオの日清掃は下仁田イン
ター周辺で美化活動を行います。
　清掃終了後はミニジオ講座もあ
りますので、ぜひ参加してくださ
い。

●日　時　5月20日（金）
　　　　　午前6時30分から
●集　合　下仁田インター北　
　　　　　駐車場
●持ち物　
　軍手、長靴等作業しやすい服装
※ゴミ袋、ゴミ挟みは用意します。

　4月3日（日）青岩公園の岩畳をス
テージにした音楽イベント「Blue Rock 
Heaven」（主催：バイブレーション
テーブル現実化委員会）が開催され、
下仁田ジオパークの会による川原の石
を使ったワークショップやステージ上
でのジオパークPRが行われました。

｢Blue Rock Heaven｣で
ジオパークPRをして
いただきました

｢Blue Rock Heaven｣で
ジオパークPRをして
いただきました

なんと！17種類の石が！川原の石の観察とまちなかジオツアーなんと！17種類の石が！川原の石の観察とまちなかジオツアー

各行事に参加される方はマスク着用でご参加ください。
※新型コロナウイルス感染状況に応じて中止となる場合があります。

ジオツアー開催のお知らせ



　
野
焼
き
（
庭
や
畑
で
の
ご
み
等

の
焼
却
）
は
、
法
律
や
県
条
例
及

び
町
条
例
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
焼
却
行
為
は
、
有
害
物
質
発
生

の
原
因
や
、
近
隣
住
民
の
健
康
被

害
や
生
活
環
境
に
悪
い
影
響
を
与

え
ま
す
の
で
、
絶
対
や
め
ま
し
ょ

う
。

　
特
に
、
畑
等
で
行
う
野
焼
き
は

近
く
の
枯
草
や
山
林
へ
延
焼
す
る

恐
れ
が
高
く
、
山
林
へ
の
延
焼
は

大
規
模
火
災
の
原
因
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。（
ご
み
焼
却
が
原
因
の
火

災
が
、
富
岡
甘
楽
広
域
圏
内
の
出

火
原
因
の
上
位
に
な
っ
て
い
ま
す
）

　
ご
み
や
、
庭
木
、
枯
草
な
ど
は

燃
や
さ
ず
に
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、

ご
み
収
集
に
出
す
か
、
直
接
、
町

の
ご
み
焼
却
場
へ
搬
入
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
禁
止
さ
れ
て
い
る
焼
却
行
為

　な
ど

①
ド
ラ
ム
缶
や
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い

　
を
利
用
し
て
の
焼
却

②
地
面
に
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却

③
焼
却
設
備
の
構
造
基
準
に
適

　
合
し
て
い
な
い
小
型
焼
却
炉

　
を
利
用
し
て
の
焼
却
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お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
課
環
境
係

（
下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
5
4
9
0

◎
違
反
す
る
と…

・
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
焼

却
行
為
で
も
住
民
か
ら
煙
や
に
お

い
な
ど
の
苦
情
が
あ
っ
た
場
合
は
、

改
善
命
令
や
行
政
指
導
、
罰
則
な

ど
の
対
象
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
町
で
は
「
ぐ
ん
ま
優
良
木
材
」
を

構
造
材
に
使
用
し
て
、
町
内
に
自
己

の
居
住
用
の
住
宅
を
建
築
す
る
場

合
に
、補
助
金
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
者

・
下
仁
田
町
内
に
お
い
て
、
自
ら
居

住
す
る
目
的
で
住
宅
を
新
築
す
る

個
人
。

●
補
助
条
件

・
構
造
材
の
60
％
以
上
に
「
ぐ
ん
ま

優
良
木
材
」
を
使
用
し
た
木
造
一

戸
建
て
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

・
住
宅
の
延
べ
床
面
積
が
80
㎡
以
上

２
８
０
㎡
未
満
で
あ
る
こ
と
。

・
県
内
に
事
業
所
の
あ
る
業
者
に
よ

る
施
工
で
あ
る
こ
と
。

●
補
助
金
額

・
延
べ
床
面
積

80
㎡
以
上
１
３
２
㎡
未
満

【
30
万
円
】

１
３
２
㎡
以
上
２
８
０
㎡
未
満

【
40
万
円
】

※「
ぐ
ん
ま
優
良
木
材
」
と
は
、
群

馬
県
内
産
の
合
法
な
素
材
丸
太
等

を
原
材
料
と
し
「
ぐ
ん
ま
優
良
木

材
品
質
認
証
セ
ン
タ
ー
」
が
定
め

る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
製
材
品

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　農
林
課
　
林
業
係

☎
64
―
８
８
０
６

野
焼
き
の
禁
止
に
つ
い
て

〜
下
仁
田
町
ぐ
ん
ま
の
木
で

家
づ
く
り
支
援
事
業
の
ご
案
内
〜

　前回に引き続き、廃校を利用したあたたかいイベントで、出店者も有
名なお店ばかりです。また、この日の売り上げは孤児院の子供達に寄付
をします。こどもは０円で提供する物もあります。
●開催日時
令和４年５月 15日（日）　
午前 10時から午後４時まで
※雨天中止
●開催場所
旧西牧小学校
●出店店舗（40店舗予定）
焼き菓子／似顔絵／ヘナタトゥ／
古道具／お花／イラストレーター／
ボディペイント／お弁当／珈琲／
器／木工職人／絵本読み聞かせ／
パン屋／ベビーマッサージ／
染め物Ｔシャツ／雑貨／パン／お酒
●問い合わせ
主催　Ｏｔｅｎｋｉ食堂
☎０９０―９６４２―１０２１

Otenkiマルシェ第二歩 開催！

下仁田町自然史館　下仁田町大字青倉１５８-1

☎７０-３０７０ FAX６７-５３１５　http：//www.shimonita-geopark.jp/ ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより

　季節ごとにめぐるジオツアーの第２弾は青岩公園を中心に下仁田のまちなかを巡ります。青岩公
園にあるいろいろな石の中には、光に当てるとキラキラするものや濡れると色が変わるものなど
色々な秘密が隠されています。
　石の秘密の謎解きと昭和レトロなまちなかをガイドが案内します。ぜひ、ご参加ください。

●日時　５月２１日（土）１０：００～１２：００
●集合　下仁田駅　
●料金　５００円／人　
●服装・持ち物
動きやすい服装・タオル・飲み物・
運動靴など
●定員　２０名（先着順）　
●申し込み〆切
５月１３日（金）下仁田町自然史館まで　
●主催　ジオパーク下仁田協議会　
●案内　下仁田ジオパークの会
※小雨決行

　季節ごとにめぐるジオツアーの第２弾は青岩公園を中心に下仁田のまちなかを巡ります。青岩公
園にあるいろいろな石の中には、光に当てるとキラキラするものや濡れると色が変わるものなど
色々な秘密が隠されています。
　石の秘密の謎解きと昭和レトロなまちなかをガイドが案内します。ぜひ、ご参加ください。

●日時　５月２１日（土）１０：００～１２：００
●集合　下仁田駅　
●料金　５００円／人　
●服装・持ち物
動きやすい服装・タオル・飲み物・
運動靴など
●定員　２０名（先着順）　
●申し込み〆切
５月１３日（金）下仁田町自然史館まで　
●主催　ジオパーク下仁田協議会　
●案内　下仁田ジオパークの会
※小雨決行

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
半

●
休
館
日
　毎
週
水
曜
日

●
問
い
合
わ
せ
　
☎
70
―
３
０
７
０

Facebookページ
「ジオパークで
　下仁田を元気に」

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

　5月のジオの日清掃は下仁田イン
ター周辺で美化活動を行います。
　清掃終了後はミニジオ講座もあ
りますので、ぜひ参加してくださ
い。

●日　時　5月20日（金）
　　　　　午前6時30分から
●集　合　下仁田インター北　
　　　　　駐車場
●持ち物　
　軍手、長靴等作業しやすい服装
※ゴミ袋、ゴミ挟みは用意します。

　4月3日（日）青岩公園の岩畳をス
テージにした音楽イベント「Blue Rock 
Heaven」（主催：バイブレーション
テーブル現実化委員会）が開催され、
下仁田ジオパークの会による川原の石
を使ったワークショップやステージ上
でのジオパークPRが行われました。

｢Blue Rock Heaven｣で
ジオパークPRをして
いただきました

｢Blue Rock Heaven｣で
ジオパークPRをして
いただきました

なんと！17種類の石が！川原の石の観察とまちなかジオツアーなんと！17種類の石が！川原の石の観察とまちなかジオツアー

各行事に参加される方はマスク着用でご参加ください。
※新型コロナウイルス感染状況に応じて中止となる場合があります。

ジオツアー開催のお知らせ



【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
菜
が
筋
に
神
が
養
う
小
鳥
た
ち 

　
　
　

 

（
吉

　崎
）

　山
崎

　照
子

■
名
残
雪
谷
間
に
去
り
て
い
も
植
る
る  

　（
西

　牧
）

　上
原

　一
正

■
此
の
空
を
無
事
に
戻
る
る
燕
待
つ 

　
　

 

（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
蕗
味
噌
の
お
む
す
び
ほ
お
ば
る
野
良
の
昼
（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
と
き
め
き
も
な
き
日
に
な
れ
ど
花
あ
れ
ば
咲
き
初
む
椿
は
光
げ
ん
じ
と
（
馬

　山
）

　山
中

　た
ね

■
居
待
月
美
し
き
こ
と
か
と
可
惜
夜
に
言
え
ぬ
言
葉
に
明
け
る
な
夜
よ
（
南
野
牧
）

　都
築

　翠

■
日
が
伸
び
し
バ
ス
待
つ
ふ
た
り
影
長
し
梅
満
開
で
水
仙
並
ぶ

　
　
　（
西

　牧
）

　上
原

　一
正

■
仰
ぐ
空
架
か
る
ア
ー
チ
に
繋
が
る
る
森
下
橋
に
続
く
青
岩

　
　
　
　

  

（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
風
穴
の
安
全
願
う
集
ま
り
の
住
職
読
経
は
芽
吹
き
の
山
へ

　
　
　
　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

せ
な

ふ
る
ひ
い
な

は

　

 

り

　こし

あ
く

　ま

　はら

こ

そ
ら

ぶ

じ

ま

も
ど

つ
ば
め

あ
お

そ
ら

か

つ
な

も
り

し
た

は
し

あ
お
い
わ

つ
づ

【
星
俳
句
会

　令
和
四
年
三
月
句
会
】

■
啓
蟄
や
大
地
の
鼓
動
鳥
の
声

　
　
　
　
　
　高
田
ト
ク

■
音
読
の
間
の
静
け
さ
や
芽
水
仙

　
　
　
　斉
藤
悦
子

■
芽
吹
き
初
む
個
性
の
色
の
深
さ
か
な

　
　須
藤
禮
子

■
小
走
り
の
看
護
師
の
背
春
一
番

　
　
　
　永
井
波
江

■
コ
ロ
ナ
禍
や
戦
火
福
島
春
の
月

　
　
　
　吉
田
文
子

■
嶽
す
こ
し
力
を
抜
き
て
春
め
け
り

　
　
　
　佐
藤
信
香

■
古
雛
昔
を
語
る
一
日
か
な

　
　
　
　
　
　
　工
藤
初
恵

■
眩
し
さ
の
光
た
た
え
て
春
の
川

　
　
　
　
　新
井
笑
子

■
玻
璃
越
の
日
差
し
が
誘
う
春
の
旅

　
　
　佐
藤
志
げ
子

■
悪
魔
払
い
春
告
ぐ
神
鼓
打
ち
鳴
ら
し

　
　
　今
井
陽
子

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い

「
新
刊
図
書
情
報
」

著者名

童心社

童心社

童心社

童心社

童心社

童心社

童心社

著者名

フレーベル館

フレーベル館

フレーベル館

フレーベル館

柴田ケイコ

暮らしの手帖社

主婦と生活社

書名

【紙芝居】おおきくおおきくおおきくなあれ

【紙芝居】みんなでぽん！

【紙芝居】のーびたのびた

【紙芝居】ころん

【紙芝居】おはいんなさい！

【紙芝居】まんまるまんまたんたかたん

【紙芝居】ゴミしゅうしゅうしゃのシュシュ

書名

ミニミニドキンちゃん  どこでもアンパンマンブック③

ミニミニコキンちゃん  どこでもアンパンマンブック④

ミニミニアンパンマン  どこでもアンパンマンブック①

ミニミニばいきんまん  どこでもアンパンマンブック②

くいしんぼうのしろくま７巻セット

暮らしの手帖 17 春

NHKガッテン No.56 2022 spring 春号

４
月
に
入
っ
た
新
刊
図
書
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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公民館だより公民館だより

令和４年
第450号公民館だより 下仁田町公民館

☎0274-82-3535
下仁田町公民館
☎0274-82-3535

西牧分館（西牧活性化センター）の利用について西牧分館（西牧活性化センター）の利用について
4月1日～貸室利用の際、鍵の貸出・支払い場所がかわりました

敷地内禁煙にご協力ください

5月7日・14日・21日・28日
（すべて土曜日）

健康増進法の一部改正に伴い、敷地内は全面禁煙です。
（公民館・文化ホールも同様）
皆さまの健康を守るための措置ですので、ご理解・ご協力を
お願いします。

鍵の貸出

図書室スタッフの読み聞かせ

利用料の支払い
「公民館事務室窓口」での貸出・お支払いとなります。

 大型連休が始まります。コロナ禍で遠くへの外出が
難しい今、日々の暮らしに読書を取り入れてみては
いかがでしょうか。
 何を読むか迷った方は、垣谷美雨さんをおすすめし
ます。少子高齢化と介護、結婚など多くの人が直面す
る身近な題材を取り上げた作品です。私たちにとって
身近な悩みや問題を面白おかしく、そして真面目に
描いています。

　公民館図書室では、絵本や紙芝居の読み聞かせ
の時間をつくりました。
　密をさけるため、開催日は随時読み聞かせをして
いますので、お好きなタイミングで図書室へおでか
けください。

5月の特集 『図書室スタッフのおすすめ作家』5月の特集 『図書室スタッフのおすすめ作家』

図書室掲示板

『おはなしのじかん』

遊びに
きてね
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【紙芝居】みんなでぽん！

【紙芝居】のーびたのびた

【紙芝居】ころん

【紙芝居】おはいんなさい！

【紙芝居】まんまるまんまたんたかたん

【紙芝居】ゴミしゅうしゅうしゃのシュシュ

書名

ミニミニドキンちゃん  どこでもアンパンマンブック③

ミニミニコキンちゃん  どこでもアンパンマンブック④

ミニミニアンパンマン  どこでもアンパンマンブック①

ミニミニばいきんまん  どこでもアンパンマンブック②

くいしんぼうのしろくま７巻セット

暮らしの手帖 17 春

NHKガッテン No.56 2022 spring 春号

４
月
に
入
っ
た
新
刊
図
書
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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公民館だより公民館だより

令和４年
第450号公民館だより 下仁田町公民館

☎0274-82-3535
下仁田町公民館
☎0274-82-3535

西牧分館（西牧活性化センター）の利用について西牧分館（西牧活性化センター）の利用について
4月1日～貸室利用の際、鍵の貸出・支払い場所がかわりました

敷地内禁煙にご協力ください

5月7日・14日・21日・28日
（すべて土曜日）

健康増進法の一部改正に伴い、敷地内は全面禁煙です。
（公民館・文化ホールも同様）
皆さまの健康を守るための措置ですので、ご理解・ご協力を
お願いします。

鍵の貸出

図書室スタッフの読み聞かせ

利用料の支払い
「公民館事務室窓口」での貸出・お支払いとなります。

 大型連休が始まります。コロナ禍で遠くへの外出が
難しい今、日々の暮らしに読書を取り入れてみては
いかがでしょうか。
 何を読むか迷った方は、垣谷美雨さんをおすすめし
ます。少子高齢化と介護、結婚など多くの人が直面す
る身近な題材を取り上げた作品です。私たちにとって
身近な悩みや問題を面白おかしく、そして真面目に
描いています。

　公民館図書室では、絵本や紙芝居の読み聞かせ
の時間をつくりました。
　密をさけるため、開催日は随時読み聞かせをして
いますので、お好きなタイミングで図書室へおでか
けください。

5月の特集 『図書室スタッフのおすすめ作家』5月の特集 『図書室スタッフのおすすめ作家』

図書室掲示板

『おはなしのじかん』

遊びに
きてね
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富
岡
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ（
湯
井
知

昭
会
長
）様
よ
り
、話
し
た
言
葉
が
文

字
化
さ
れ
る「
Ａ
Ｉ
筆
談
機
」を
ご
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
聴
覚
が
不
自
由
な
方
な
ど
が
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
際
の
窓
口
応
対
な
ど
で
、有

効
に
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

『
A
I
筆
談
機
』を

ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

　
世
界
文
化
遺
産「
荒
船
風
穴
」が
４
月
１
日（
金
）か
ら
見

学
再
開
と
な
る
こ
と
と
合
わ
せ
て
、３
月
31
日（
木
）に
荒
船

風
穴
友
の
会
が
主
催
と
な
り「
安
全
祈
願
祭
」を
行
い
ま
し

た
。

　
当
日
は
春
ら
し
い
陽
気
と
な
り
、荒
船
風
穴
友
の
会
会
長

で
も
あ
る
西
光
寺
の
堀
越
住
職
と
、長
楽
寺
の
峯
岸
住
職
の

読
経
に
合
わ
せ
、荒
船
風
穴
友
の
会
の
役
員
一
同
で
一
年
間
の

安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

荒
船
風
穴
で
安
全
祈
願
祭
を

行
い
ま
し
た

　
下
仁
田
町
は
、日
本
ら
ら
ば
い
協
会

へ
旧
西
牧
小
学
校
を
貸
し
出
す
た
め
、

当
協
会
と
賃
貸
借
契
約
を
締
結
い
た

し
ま
し
た
。

　
こ
の
契
約
に
よ
り
、校
舎
な
ど
を
借

り
受
け
る
日
本
ら
ら
ば
い
協
会
は
、全

国
か
ら
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
と
子
ど
も
た

ち
を
募
集
し
、農
業
技
術
の
習
得
や
地

域
交
流
を
促
進
す
る
た
め
の
拠
点
づ

く
り
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、校
内
に
応
募
者
が
共
同
生
活

が
で
き
る「
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
」も
設
置
す

る
計
画
で
、新
た
な
形
の
地
域
活
性
化

と
自
然
と
優
し
さ
あ
ふ
れ
る
子
育
て
環

境
の
構
築
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
、シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
は
困
窮
し
て
い
ま
す
。ま
た
、ロ
シ

ア
の
軍
事
侵
攻
な
ど
困
難
な
時
代
に

直
面
し
、医
療
や
自
給
自
足
の
大
切
さ

が
見
直
さ
れ
る
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
虐
待
の
増
加
。子
育
て
は
根

本
的
な
形
さ
え
見
直
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
情
を
鑑
み
、日
本
ら
ら

ば
い
協
会
は
ア
メ
リ
カ
の
コ
カ
・
コ
ー
ラ

財
団
の
助
成
を
受
け
、下
仁
田
町
に
シ

ン
グ
ル
マ
ザ
ー
支
援
セ
ン
タ
ー「
ね
ぎ

ぼ
う
ず
」を
設
立
し
ま
す
。

　
西
牧
小
学
校
跡
地
を
借
り
受
け
、シ

ン
グ
ル
マ
ザ
ー
と
そ
の
子
供
た
ち
を
中

心
に
義
務
教
育
を
終
え
る
ま
で
の「
教

育
環
境
支
援
」や
自
給
自
足
の「
農
地

活
用
支
援
」な
ど
の
事
業
を
実
施
し
て

い
く
予
定
で
す
。

　
あ
わ
せ
て
、地
域
の
方
々
と
の
交
流

も
大
き
な
目
的
で
す
の
で
、お
気
軽
に

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
と
子
ど
も
応
援
事
業

日
本
ら
ら
ば
い
協
会
の
ね
ぎ
ぼ
う
ず
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
下
仁
田
町
で
始
ま
り
ま
す

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
と
子
ど
も
応
援
事
業

日
本
ら
ら
ば
い
協
会
の
ね
ぎ
ぼ
う
ず
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
下
仁
田
町
で
始
ま
り
ま
す

「
荒
船
風
穴
友
の
会
」が
長
年
の
様
々
な
活
動
に
つ
い
て
評
価

さ
れ
、西
上
州
観
光
連
盟
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。荒
船
風
穴

友
の
会
は
、世
界
遺
産
荒
船
風
穴
を「
守
り
、活
か
し
、伝
え
る
」

こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
、荒
船
風
穴
で
の
清
掃
活
動

や
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
イ
ベ
ン
ト
等
を
主
催
し
、荒
船
風
穴
の
保

存
・
周
知
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
荒
船
風
穴
友
の
会
」が
西
上
州

観
光
連
盟
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た

※「荒船風穴友の会」とは？
国内最大規模の蚕種の貯蔵施設であった荒船風穴を「守り、活かし、伝える」こと
を目的とする民間支援組織です。平成２６年５月に設立され、１９１人（令和４年４
月１日現在）が会員登録されています。年に数回の清掃活動、学習会、視察研修等
の活動を行っています。世界遺産は登録で終わりではなく、永続的に守り、その価
値を継承していくことが重要であり、多くの方のご理解が必要になります。随時会
員募集中です。関心のある方はお問い合わせください！
●問い合わせ　下仁田町歴史館　☎８２－５３４５

※「荒船風穴友の会」とは？
国内最大規模の蚕種の貯蔵施設であった荒船風穴を「守り、活かし、伝える」こと
を目的とする民間支援組織です。平成２６年５月に設立され、１９１人（令和４年４
月１日現在）が会員登録されています。年に数回の清掃活動、学習会、視察研修等
の活動を行っています。世界遺産は登録で終わりではなく、永続的に守り、その価
値を継承していくことが重要であり、多くの方のご理解が必要になります。随時会
員募集中です。関心のある方はお問い合わせください！
●問い合わせ　下仁田町歴史館　☎８２－５３４５

富
岡
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
様
よ
り

【
年
内
開
業
予
定
】

　
校
内
に
企
業
誘
致
さ
れ
る
㈱
Ｌ
Ｃ

Ｖ
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
運
営
す
る
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
で
は
、移
住
者
と
一
緒
に
働

い
て
い
た
だ
け
る
地
元
の
方
々
を
募
集

し
ま
す
。

●
業
務
内
容

テ
レ
フ
ォ
ン
オ
ペ
レ
ー
タ
ー（
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
て
電
話
応
対
）

●
勤
務
地

旧
西
牧
小
学
校（
下
仁
田
町
西
野
牧
）

●
そ
の
他

勤
務
時
間
・
給
与
体
系
・
福
利
厚
生
は
、

別
途
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

㈱
Ｌ
Ｃ
Ｖ
リ
レ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
３―

６
９
０
２―

９
０
２
７

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
一
緒
に

お
仕
事
し
ま
せ
ん
か
？

第
１
弾
企
業
誘
致
に
か
か
る

人
材
募
集

主
催
者
の
コ
メ
ン
ト
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※「荒船風穴友の会」とは？
国内最大規模の蚕種の貯蔵施設であった荒船風穴を「守り、活かし、伝える」こと
を目的とする民間支援組織です。平成２６年５月に設立され、１９１人（令和４年４
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の活動を行っています。世界遺産は登録で終わりではなく、永続的に守り、その価
値を継承していくことが重要であり、多くの方のご理解が必要になります。随時会
員募集中です。関心のある方はお問い合わせください！
●問い合わせ　下仁田町歴史館　☎８２－５３４５

※「荒船風穴友の会」とは？
国内最大規模の蚕種の貯蔵施設であった荒船風穴を「守り、活かし、伝える」こと
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の活動を行っています。世界遺産は登録で終わりではなく、永続的に守り、その価
値を継承していくことが重要であり、多くの方のご理解が必要になります。随時会
員募集中です。関心のある方はお問い合わせください！
●問い合わせ　下仁田町歴史館　☎８２－５３４５

富
岡
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
様
よ
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【
年
内
開
業
予
定
】

　
校
内
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業
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Ｃ

Ｖ
リ
レ
ー
シ
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コ
ー
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い
た
だ
け
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元
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方
々
を
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集

し
ま
す
。

●
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務
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利
厚
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途
お
問
い
合
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下
さ
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者
の
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ン
ト



27 26下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた

健康健康

　感染症リスクを最大限回避した受診環境を確保するために、会場・受付時間・受付方法を変更させていただ
きました。ご不便をおかけしますが、ご協力をお願いいたします。

特定健診・がん検診等についてのご案内

令和4年度　集団健(検)診実施日程表【対象地区の日程でお越しください】

■個別健診について…下仁田厚生病院で9月、12・1月頃を予定しています。
■ご案内が届かない方…保健推進員を通じて、対象の方に通知をお配りしていますが、通知がない
　　　　　　　　　　（受診票が配付されない）方も受診できますので、保健センターにお問い合わせください。

■ グレーで塗りつぶされている下仁田町全地区の日程をご希望の場合はご予約をお願いいたします。
■ 予約開始：5月6日(金)より保健センター（☎82ー5490）へ

●集団健(検)診内容

40歳以上63歳以下の人
64歳以上の人
30歳以上39歳以下の人
40歳以上74歳以下で国民健康保険加入中の人
75歳以上の人
40/45/50/55/60/65/70歳の女性
40歳以上74歳以下で未受診の人（シールに☆印がない人）
30歳以上の未受診の人
50歳以上の人
40歳以上の人
40歳以上の偶数年齢の男性

結核検診（レントゲン）

若年者健康診査
国保特定健康診査
後期高齢者健康診査
骨密度測定
肝炎ウイルス検査
胃がんリスク検診（ABC検診）
肺がん検診（喀痰細胞診）
大腸がん検診
前立腺がん検診

５００円
無　料

１,０００円

無　料

５００円
無　料
５００円
５００円
５００円
１,０００円

受診できる方メニュー 受診料
★基準年齢は、令和4年4月1日現在

●持ってくるもの
・受診票（配付されたシール※台紙からはがさないで下さい） 
・受診料（金額は受診票に記載）
・質問票・マスク・保険証・検尿用綿棒

・受診票（配付されたシール※台紙からはがさないで下さい）
・受診料（金額は受診票に記載）
・質問票・マスク・検尿用綿棒

国保特定健診（40歳以上74歳以下の方）を
受ける人

若年者健診（30歳以上39歳以下の方）を受ける人
後期高齢者健診（75歳以上）を受ける人

・受診票（配付されたシール※台紙からはがさないで下さい） ・受診料（金額は受診票に記載）・マスクその他がん検診等

時　間　　
9：30～10：30
10：30～11：30
13：00～15：30
9：30～11：30
13：00～15：30

期　日

5月6日(金)

5月9日(月)

会　場

保健センター

保健センター

対象地区
上小坂
中小坂
下小坂
大　坂
東野牧

9：30～11：30
13：00～14：00
14：00～15：30
9：30～10：30
10：30～11：30
13：00～15：30
9：30～11：00
14：00～15：30
9：30～10：30
10：30～11：30
13：00～14：00
14：00～15：30
9：30～11：30
13：00～15：30
9：30～10：30
10：30～11：30
13：00～15：30
9：30～11：00
14：00～15：00

9：30～10：30
10：30～11：30
13：00～15：30
9：30～10：30
10：30～11：30
13：00～15：30
9：30～11：30

対 象 地 区
矢川
横間
南野牧
市ノ萱

西野牧9・10区
本宿

西野牧11・12区
大平
宮室
大桑原
上青倉

下青倉・土谷沢
大東
小川
緑ヶ丘
中央
城西
蒔田
栗山

旭町
川井
東町
上町
仲町
下町
吉崎

会　場

西牧防災研修施設（旧西中学校）

西牧防災研修施設（旧西中学校）

西牧防災研修施設（旧西中学校）
保健センター

馬山社会体育館

馬山社会体育館
保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

青倉社会体育館

馬山社会体育館

【予約制】保健センター
①13：00～13：10　②13：15～13：25
③13：30～13：40　④13：45～13：55
⑤14：00～14：10　⑥14：15～14：25
⑦14：30～14：40　⑧14：45～14：55
⑨15：00～15：10　⑩15：15～15：25

【予約制】保健センター
①17：00～17：10　②17：15～17：25
③17：30～17：40　④17：45～17：55
⑤18：00～18：10　⑥18：15～18：25

【予約制】保健センター
①9：00～9：10　②9：15～9：25
③9：30～9：40　④9：45～9：55

⑤10：00～10：10　⑥10：15～10：25
⑦10：30～10：40　⑧10：45～10：55
⑨11：00～11：10　⑩11：15～11：25
⑪11：30～11：40　⑫11：45～11：55

17：00～18：30
右記の予約時間
ごとに受付します

13：00～15：30
右記の予約時間
ごとに受付します

9：00～12：00
右記の予約時間
ごとに受付します

9：00～12：00
右記の予約時間
ごとに受付します

時　間期　日

5月11日(水)

5月13日（金）

5月16日（月）

5月17日（火）

5月23日（月）

5月24日（火）

5月26日（木）

5月30日（月）

6月1日（水）

6月2日（木）

6月4日（土）

7月9日（土）

【 下仁田町全地区 】

【 下仁田町全地区 】

【 下仁田町全地区 】

【 下仁田町全地区 】
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健康健康

　感染症リスクを最大限回避した受診環境を確保するために、会場・受付時間・受付方法を変更させていただ
きました。ご不便をおかけしますが、ご協力をお願いいたします。

特定健診・がん検診等についてのご案内

令和4年度　集団健(検)診実施日程表【対象地区の日程でお越しください】

■個別健診について…下仁田厚生病院で9月、12・1月頃を予定しています。
■ご案内が届かない方…保健推進員を通じて、対象の方に通知をお配りしていますが、通知がない
　　　　　　　　　　（受診票が配付されない）方も受診できますので、保健センターにお問い合わせください。

■ グレーで塗りつぶされている下仁田町全地区の日程をご希望の場合はご予約をお願いいたします。
■ 予約開始：5月6日(金)より保健センター（☎82ー5490）へ

●集団健(検)診内容

40歳以上63歳以下の人
64歳以上の人
30歳以上39歳以下の人
40歳以上74歳以下で国民健康保険加入中の人
75歳以上の人
40/45/50/55/60/65/70歳の女性
40歳以上74歳以下で未受診の人（シールに☆印がない人）
30歳以上の未受診の人
50歳以上の人
40歳以上の人
40歳以上の偶数年齢の男性

結核検診（レントゲン）

若年者健康診査
国保特定健康診査
後期高齢者健康診査
骨密度測定
肝炎ウイルス検査
胃がんリスク検診（ABC検診）
肺がん検診（喀痰細胞診）
大腸がん検診
前立腺がん検診

５００円
無　料

１,０００円

無　料

５００円
無　料
５００円
５００円
５００円
１,０００円

受診できる方メニュー 受診料
★基準年齢は、令和4年4月1日現在

●持ってくるもの
・受診票（配付されたシール※台紙からはがさないで下さい） 
・受診料（金額は受診票に記載）
・質問票・マスク・保険証・検尿用綿棒

・受診票（配付されたシール※台紙からはがさないで下さい）
・受診料（金額は受診票に記載）
・質問票・マスク・検尿用綿棒

国保特定健診（40歳以上74歳以下の方）を
受ける人

若年者健診（30歳以上39歳以下の方）を受ける人
後期高齢者健診（75歳以上）を受ける人

・受診票（配付されたシール※台紙からはがさないで下さい） ・受診料（金額は受診票に記載）・マスクその他がん検診等

時　間　　
9：30～10：30
10：30～11：30
13：00～15：30
9：30～11：30
13：00～15：30

期　日

5月6日(金)

5月9日(月)

会　場

保健センター

保健センター

対象地区
上小坂
中小坂
下小坂
大　坂
東野牧

9：30～11：30
13：00～14：00
14：00～15：30
9：30～10：30
10：30～11：30
13：00～15：30
9：30～11：00
14：00～15：30
9：30～10：30
10：30～11：30
13：00～14：00
14：00～15：30
9：30～11：30
13：00～15：30
9：30～10：30
10：30～11：30
13：00～15：30
9：30～11：00
14：00～15：00

9：30～10：30
10：30～11：30
13：00～15：30
9：30～10：30
10：30～11：30
13：00～15：30
9：30～11：30

対 象 地 区
矢川
横間
南野牧
市ノ萱

西野牧9・10区
本宿

西野牧11・12区
大平
宮室
大桑原
上青倉

下青倉・土谷沢
大東
小川
緑ヶ丘
中央
城西
蒔田
栗山

旭町
川井
東町
上町
仲町
下町
吉崎

会　場

西牧防災研修施設（旧西中学校）

西牧防災研修施設（旧西中学校）

西牧防災研修施設（旧西中学校）
保健センター

馬山社会体育館

馬山社会体育館
保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

青倉社会体育館

馬山社会体育館

【予約制】保健センター
①13：00～13：10　②13：15～13：25
③13：30～13：40　④13：45～13：55
⑤14：00～14：10　⑥14：15～14：25
⑦14：30～14：40　⑧14：45～14：55
⑨15：00～15：10　⑩15：15～15：25

【予約制】保健センター
①17：00～17：10　②17：15～17：25
③17：30～17：40　④17：45～17：55
⑤18：00～18：10　⑥18：15～18：25

【予約制】保健センター
①9：00～9：10　②9：15～9：25
③9：30～9：40　④9：45～9：55

⑤10：00～10：10　⑥10：15～10：25
⑦10：30～10：40　⑧10：45～10：55
⑨11：00～11：10　⑩11：15～11：25
⑪11：30～11：40　⑫11：45～11：55

17：00～18：30
右記の予約時間
ごとに受付します

13：00～15：30
右記の予約時間
ごとに受付します

9：00～12：00
右記の予約時間
ごとに受付します

9：00～12：00
右記の予約時間
ごとに受付します

時　間期　日

5月11日(水)

5月13日（金）

5月16日（月）

5月17日（火）

5月23日（月）

5月24日（火）

5月26日（木）

5月30日（月）

6月1日（水）

6月2日（木）

6月4日（土）

7月9日（土）

【 下仁田町全地区 】

【 下仁田町全地区 】

【 下仁田町全地区 】

【 下仁田町全地区 】
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健康健康

　
肺
炎
球
菌
と
は
、肺
炎
な
ど
の
原
因
と
な
る
病
原
菌
で
す
。特
に
、高
齢
者
は
免
疫

力
の
低
下
に
伴
い
肺
炎
に
か
か
り
や
す
く
重
症
化
し
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。町

で
は
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。接
種
を
ご
希
望
の
方
は
、左
記
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

〜
任
意
接
種
も

継
続
し
て
行
い
ま
す
〜

　
当
該
年
度
定
期
接
種
対
象
外
の
方

（
満
65
歳
以
上
）で
、今
ま
で
に
1
度
も

高
齢
者
肺
炎
球
菌（
23
価
）の
予
防
接

種
を
受
け
て
い
な
い
方
が
対
象
に
な
り

ま
す
。

※
保
健
セ
ン
タ
ー
に
、身
分
証
明
書

（
健
康
保
険
証
、運
転
免
許
証
な
ど
）を

持
参
し
て
、申
請
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
接
種
当
日
は
、接
種
費
用
2
，0
0
0

円
が
か
か
り
ま
す
。

※
２
回
目
の
接
種
に
つ
い
て

　
初
回
接
種
か
ら
５
年
以
上
経
過
し

た
方
は
、医
師
と
相
談
の
う
え
、自
費

で
再
接
種
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
　
保
健
推
進
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
5
4
9
0

定
期
の
高
齢
者
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
に
つ
い
て

希
望
す
る
方
は
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
保
健
予
防
係

☎
82
―
5
4
9
0

任
意
予
防
接
種
の

助
成
を
し
ま
す

接種日当日に、下仁田町に住所を有し、過去に高齢者肺炎球菌
(23価)の予防接種を受けたことのない者で
①令和4年4月2日から令和5年4月1日に65歳、70歳、
　75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳になる方
②60歳以上65歳未満で、心臓・腎臓・呼吸器・ヒト免疫不全機 
　能障害を有する方で身体障害者手帳1級の方

対象者には保健推進員を通じて4月下旬頃にはがきが配付さ
れますので、
①下仁田町保健センターにて申請書を記入
②予診票を受け取る
③指定医療機関に予約

1度でも高齢者肺炎球菌(23価)の予防接種を行った方は、対
象外になりますのでご注意ください。
また、肺炎にかかった方でもワクチンの型（ポリサッカライド）
のすべてに罹患したとみなせないので、対象になります。

自己負担金　2,000円
※生活保護受給者は無料になりますので、保健センターにお申し出ください

令和５年3月31日まで

身分証明書（健康保険証、運転免許証など）

定期接種
対象者

接種費用

期　間

持ち物

接種方法

注意事項

受診前にまずは電話相談を！
◆かかりつけ医、または近くの医療機関に電話で相談してください。電話診療により、
発熱外来の紹介・予約をお知らせされます。
◆かかりつけ医がなくどこへ電話してよいか迷う場合は
「群馬県受診・相談コールセンター」（☎0570－082－820：24時間対応）に電話を。診療・検査外来の案
内や、新型コロナウイルス感染症に関する一般相談にも対応します。
※小児科の受診は、公立富岡総合病院休日の小児救急診療、または小児科病院群輪番制の当番病院で
の受診となります。

発熱がある場合の受診方法 対象者

回数
個人負担金

接種方法

その他

おたふくかぜ
1歳以上 5歳未満

1回
無料

委託医療機関での個別接種です。
①保健センターへ申請して、該当予防接種の予診票を受取る。
②医療機関に事前に予約して、指定された日に受診する。

平成２年４月１日以前に生まれた方で、
妊娠を希望している女性およびその夫、
妊娠中の女性の夫
１回
助成額（風疹 3,000 円、麻疹風疹混合ワ
クチン5,000 円）を差し引いた額。

妊娠中は接種できません。また、接種後
2か月は避妊が必要です。

大人の風疹・麻疹

　４月より下仁田厚生病院の院長を拝命致しました山下均と申し
ます。当院に赴任してから今年で11年目です。赴任するまで下仁
田町にあまり縁がなく、「上毛かるた」の中で知っているだけでし
た。前橋市から通勤しておりますが、病院が近づくにつれ自然が豊
かになり、花や景色が四季を感じさせてくれるところがとても良い
です。

　私自身は自分が行う診療に対して、「病気をみるのではなく人をみる」ということを信条にしてお
りますので、地域のことや畑のこと野生動物のこと、また過去の体験談など、様々な話を日々の診療
の中で伺っております。そのようなコミュニケーションを通じてこの地域を知ることが、自分にとって
の財産になっています。
　どんな病気でもみることができればよいですが、当院は大きな総合病院ではないため、難しい場
合もあります。そういう疾患に関してはより高次の医療機関に紹介させていただくことになります。し
かし逆に当院にしか出せない「良さ」というものもあります。しっかりとした知識と技術に加え、病院
スタッフが患者さんに優しく接することができる点は、どこの病院にも劣らない「下仁田厚生病院の
強み」であると思います。今後も患者さんに優しい医療を続けていくことが地域の病院に一番求め
られるものであると思っています。本来、病院は病気を治すところですが、それだけでなく体調面や
生活面で不安を抱えている人を癒すということを軸に、スタッフと良い病院を作り上げていきたい
と思います。
　体調が悪いときや、足腰が悪くて大変なとき、また一人暮らしで不安な時など、何か心配なことが
あれば病院に相談していただければと思います。当院は地域の人々の体と心の健康を常に守る存
在でありたいと考えております。

下仁田厚生病院の院長就任の挨拶

山下 均下仁田厚生病院 院長
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クチン5,000 円）を差し引いた額。
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2か月は避妊が必要です。
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の財産になっています。
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合もあります。そういう疾患に関してはより高次の医療機関に紹介させていただくことになります。し
かし逆に当院にしか出せない「良さ」というものもあります。しっかりとした知識と技術に加え、病院
スタッフが患者さんに優しく接することができる点は、どこの病院にも劣らない「下仁田厚生病院の
強み」であると思います。今後も患者さんに優しい医療を続けていくことが地域の病院に一番求め
られるものであると思っています。本来、病院は病気を治すところですが、それだけでなく体調面や
生活面で不安を抱えている人を癒すということを軸に、スタッフと良い病院を作り上げていきたい
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　体調が悪いときや、足腰が悪くて大変なとき、また一人暮らしで不安な時など、何か心配なことが
あれば病院に相談していただければと思います。当院は地域の人々の体と心の健康を常に守る存
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約３分間の健康講話が聞けます
月／妊娠中の体重の増加　火／入れ歯とインプラント
水／口臭の原因　木／接種勧奨が迫るパピローマウイルスワクチンの問題点
金／長生きの食生活　土日／慢性疲労症候群
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆12日（木）　歯科　午後７時半～９時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン5月 ☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（５月～６月）」

富岡保健福祉事務所　5月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

6月24日（金）

5月12日（木）
6月9日（木）

5月27日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、歯
科相談、家族計画・授乳・育
児相談、健康相談、離乳食
相談と試食

問診、計測、小児科診察、歯
科健診、歯科相談・希望者
にフッ素塗布、栄養相談と
手作りおやつの試食、健康
相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護
相談、血圧測定、育児相
談、授乳相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★６・７か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和4年2月～3月生まれ

令和3年11月～12月生まれ

令和3年8月～9月生まれ

令和3年3月～4月生まれ

令和2年9月～10月生まれ

令和２年3月～4月生まれ

令和元年9月～10月生まれ

平成31年3月～4月生まれ

平成30年9月～10月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」

6月10日（金）
予約締切日
6月8日（水）

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

受付時間は通
知でお知らせ
します

受付時間は通
知でお知らせ
します

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当

※日程については、
　電話でお問合せ
　ください

5月10日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査（クラミジア、淋菌）＊匿名で
受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後１時～２時
（予約制）

広
報しもにた

年中無休・24時間対応。富岡甘楽地域住民専用の電話相談です。相談の分野ごとに医師や看護師などの専門スタッフが応対します。
●受付内容　健康・医療・介護・看護・育児・栄養・心の健康についての相談、医療機関や相談機関の情報提供
●問い合わせ　保健課保健予防係　☎82－5490

　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で
相談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか
迷った時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　（携帯電話から）＃８０００
　（IP電話、ダイヤル回線から）０３－６７３５－８８３５　
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談
休止中です

富岡甘楽新型コロナ発熱外来設置中のため、発熱以外の休日
診療は下仁田厚生病院(☎82-3555)、または公立富岡総合病
院(☎63-2111)が対応します。ただし、公立富岡総合病院は時
間外選定療養費(3,300円税込)がかかります。
小児科の受診は、公立富岡総合病院休日の小児救急診療、ま
たは小児科病院群輪番制の当番病院での受診となります。

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会

新規申し込み再開！コグニサイズ教室のご案内

特定疾患等難病患者見舞金

「コグニション（認知）」＋「エクササイズ（運動）」＝コグニサイズ　
「コグニサイズ」とは、脳と体を同時に使う認知症予防を目指した運動です。
一緒に始めてみませんか？今回は空きのある教室の募集となります。
●日時・場所

●申し込み・問い合わせ　福祉課　包括支援係（地域包括支援センター）　☎64‒8804

健康ダイヤル24 ☎０１２０－０１２－１９０

●対　象　65歳以上の方（全地区）
●定　員　15名程度（先着順で受付、定員
　　　　　を超えた場合は受付終了）
●お申込み期間　5/9（月）～16（月）

第２・４水曜日
（午前10:30～11:30）

木曜日
（午前10:30～11:30）

第２・４金曜日
（午前10:30～11:30）
（午後13:30～14:30）

交流防災ステーション（道の駅）

公民館

公民館

健康健康

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆5月15日（日）　小栁　由里子　先生（青葉クリニック） 

診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院　救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療

気軽に
　楽しくできる
　　運動です

心臓機能障害1～3級
腎臓機能障害1～3級
ぼうこう・直腸障害
リウマチ1～3級

特定疾患医療給付
小児慢性特定疾患医療給付
慢性疾患児医療給付

申請に必要なもの

身体障害者手帳
印鑑・通帳

医師の証明書・印鑑・通帳
（証明書の用紙は福祉課にあります）

特定疾患等医療受給者証
印鑑・通帳

こんにゃくぜんそく

支　　給　　要　　件

　町では、特定疾患等患者、難病患者、またはその保護者に対して見舞金を支給しています。
●現在受給中の方へ
　今年度から6月中に現況届の提出をお願いします。現況届の提出がされない場合は、見舞金の支給が
停止となります。（現況届は福祉課から郵送します）
●新たに受給を希望される
　方へ
　別表に該当する方で、
見舞金の受給申請書を
提出したことがない方は
5月31日までに福祉課に
申請してください。
●問い合わせ
福祉課福祉係
☎64―8803（直通）
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約３分間の健康講話が聞けます
月／妊娠中の体重の増加　火／入れ歯とインプラント
水／口臭の原因　木／接種勧奨が迫るパピローマウイルスワクチンの問題点
金／長生きの食生活　土日／慢性疲労症候群
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆12日（木）　歯科　午後７時半～９時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン5月 ☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（５月～６月）」

富岡保健福祉事務所　5月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

6月24日（金）

5月12日（木）
6月9日（木）

5月27日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、歯
科相談、家族計画・授乳・育
児相談、健康相談、離乳食
相談と試食

問診、計測、小児科診察、歯
科健診、歯科相談・希望者
にフッ素塗布、栄養相談と
手作りおやつの試食、健康
相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護
相談、血圧測定、育児相
談、授乳相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★６・７か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和4年2月～3月生まれ

令和3年11月～12月生まれ

令和3年8月～9月生まれ

令和3年3月～4月生まれ

令和2年9月～10月生まれ

令和２年3月～4月生まれ

令和元年9月～10月生まれ

平成31年3月～4月生まれ

平成30年9月～10月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」

6月10日（金）
予約締切日
6月8日（水）

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

受付時間は通
知でお知らせ
します

受付時間は通
知でお知らせ
します

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当

※日程については、
　電話でお問合せ
　ください

5月10日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査（クラミジア、淋菌）＊匿名で
受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後１時～２時
（予約制）

広
報しもにた

年中無休・24時間対応。富岡甘楽地域住民専用の電話相談です。相談の分野ごとに医師や看護師などの専門スタッフが応対します。
●受付内容　健康・医療・介護・看護・育児・栄養・心の健康についての相談、医療機関や相談機関の情報提供
●問い合わせ　保健課保健予防係　☎82－5490

　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で
相談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか
迷った時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　（携帯電話から）＃８０００
　（IP電話、ダイヤル回線から）０３－６７３５－８８３５　
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談
休止中です

富岡甘楽新型コロナ発熱外来設置中のため、発熱以外の休日
診療は下仁田厚生病院(☎82-3555)、または公立富岡総合病
院(☎63-2111)が対応します。ただし、公立富岡総合病院は時
間外選定療養費(3,300円税込)がかかります。
小児科の受診は、公立富岡総合病院休日の小児救急診療、ま
たは小児科病院群輪番制の当番病院での受診となります。

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会

新規申し込み再開！コグニサイズ教室のご案内

特定疾患等難病患者見舞金

「コグニション（認知）」＋「エクササイズ（運動）」＝コグニサイズ　
「コグニサイズ」とは、脳と体を同時に使う認知症予防を目指した運動です。
一緒に始めてみませんか？今回は空きのある教室の募集となります。
●日時・場所

●申し込み・問い合わせ　福祉課　包括支援係（地域包括支援センター）　☎64‒8804

健康ダイヤル24 ☎０１２０－０１２－１９０

●対　象　65歳以上の方（全地区）
●定　員　15名程度（先着順で受付、定員
　　　　　を超えた場合は受付終了）
●お申込み期間　5/9（月）～16（月）

第２・４水曜日
（午前10:30～11:30）

木曜日
（午前10:30～11:30）

第２・４金曜日
（午前10:30～11:30）
（午後13:30～14:30）

交流防災ステーション（道の駅）

公民館

公民館

健康健康

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆5月15日（日）　小栁　由里子　先生（青葉クリニック） 

診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院　救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療

気軽に
　楽しくできる
　　運動です

心臓機能障害1～3級
腎臓機能障害1～3級
ぼうこう・直腸障害
リウマチ1～3級

特定疾患医療給付
小児慢性特定疾患医療給付
慢性疾患児医療給付

申請に必要なもの

身体障害者手帳
印鑑・通帳

医師の証明書・印鑑・通帳
（証明書の用紙は福祉課にあります）

特定疾患等医療受給者証
印鑑・通帳

こんにゃくぜんそく

支　　給　　要　　件

　町では、特定疾患等患者、難病患者、またはその保護者に対して見舞金を支給しています。
●現在受給中の方へ
　今年度から6月中に現況届の提出をお願いします。現況届の提出がされない場合は、見舞金の支給が
停止となります。（現況届は福祉課から郵送します）
●新たに受給を希望される
　方へ
　別表に該当する方で、
見舞金の受給申請書を
提出したことがない方は
5月31日までに福祉課に
申請してください。
●問い合わせ
福祉課福祉係
☎64―8803（直通）
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も
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直
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し
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利
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前
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時
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時
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ま
で
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！

5
月
28
日（
土
）・5
月
29
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

１０
日（
火
）・１９
日（
木
）・２６
日（
木
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ
り
、

順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長（
○
○

課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

１０
日（
金
）・20
日（
月
）・29
日（
水
）の
予

定
で
す
。

会
計
課
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口
に
て
切
手
・
は
が
き
・
群

馬
県
証
紙・収
入
印
紙
を
取
扱
っ
て
い

ま
す
。取
扱
手
数
料
が
町
に
入
り
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※

取
扱
い
の
な
い
金
種
も
あ
り
ま
す
の

で
、事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
等
の
県
税
は
役
場
会
計
課

で
も
納
付
で
き
、そ
の
取
扱
い
事
務
費

が
町
に
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
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固
定
資
産
税
１
期・軽
自
動
車
税
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期
限
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５
月
31
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火
）で
す

月
5

の
納
税

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

5
月
の
支
払
日

6
月
の
支
払
日
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自
動
車
税（
県
税
）の
納
期
は

5
月
31
日（
火
）で
す
。

切
手・は
が
き・群
馬
証
紙・収
入

印
紙
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

新年度始動
改めて交通安全意識の向上を

４月６日 春の全国交通安全運動街頭指導

人口
　男
　女
世帯

（　19）
（　18）
（　 1）
（　 5）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

6,711人
3,290人
3,421人
3,236世帯

転入  23人/  出生 1人
転出  33人/  死亡 10人

（4月1日現在）

（3月中）

広
報 月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２２年２０２２年 No793

月月

有
料
広
告

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（房　義）
（幹　男）
（　誠　）
（友　一）
（　勉　）
（まち子）
（健二郎）
（幸　代）
（義　雄）
（浩　樹）
（八重子）

仲　町
市ノ萱
上小坂
下　町
西野牧
宮　室
旭　町
吉　崎
吉　崎
市ノ萱
下小坂

矢口やよい
石井　茂夫
東間　喜平
髙橋　稔
岩井　節子
新井　清司
北村　弘
小井土　充
瀬下なか子
小井圡　進
石井　喜一

下仁田町下仁田町

地区
ご出産おめでとうございます

（保護者）出生児

3月届出分〈敬称略・順不同〉

福田　悠仁 （信幸・結菜）  川　井
ゆうと

●住民係窓口にて、顔写真
　を撮影させていただきます。
●初回交付申請は
　手数料無料です。
●一人につき
　約1０分程度
マイナンバーカード
役場で申請サポート実施中
マイナンバーカード
役場で申請サポート実施中

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

有
料
広
告


